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第 1 図　本村遺跡・大井氏館跡遺跡の範囲と調査地点（1 ／ 3000）
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第 2 図　本村遺跡遺構分布図（１）（1 ／ 800）
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第 3章　縄文時代

10節　遺　構

　本遺跡からこれまでの調査で確認された縄文時代の

遺構と遺物は第１章のとおり多くはない。このうち焼

土跡２基・集石土坑１基・土坑 31 基を報告する。遺

構の分布を見ると焼土跡は微高地上、集石土坑・土坑

は遺跡南側の砂川に面した低地部に集中する傾向があ

る。以下、縄文時代の遺構について、焼土跡・集石土

坑・土坑の順に報告する。なお、調査当時の番号とは

異なるため、それぞれの遺構一覧表に旧番号を記した。

（１）焼土跡

　本遺跡の第 28 地点からは、焼土跡が７基確認され

ている。１基を除いて２基づつ近接して検出された。

焼土跡の分布は点在という状況で密集はしていない。

たぶんに中世以降の地形の遊作による消失も考えられ

る。掘り方としての竪穴構造はもっていないようであ

る。焼土集中部分の下位に火熱の影響によると考えら

れる範囲を有する。いずれも様相は異なるが焼土を多

少含む土壌で、火熱のため周辺と状況が変化した層が

底面を成していた。掘り込みも浅く確認面に焼土の範

囲が認められた程度で、７基のうち２基のみ断面図を

作成することができた。帰属時期は不詳。

１号焼土跡（第 55 図）

　本焼土跡はＸ－１９区の位置から確認された。南

1.5 ｍには２号焼土跡が近接する。平面形態は円形を

呈し、規模は確認面で長径 0.7 ｍ、短径 0.54 ｍ、底面

で長径 0.63 ｍ、短径 0.4 ｍを測る。底面はほぼ平坦で、

皿状に立上がり、深さは中央部で 0.31 ｍを測る。覆

土は単層で、焼土をベースにする暗褐色土層。遺物の

出土はない。

２号焼土跡（第 55 図）

　本焼土跡もＸ－１９区の位置から確認された。平面

形態は円形を呈し、規模は確認面で長径 0.65 ｍ、短

径 0.48 ｍ、底面で長径 0.56 ｍ、短径 0.4 ｍを測る。

底面はほぼ平坦で、皿状に立上がり、深さは中央部で

0.2 ｍを測る。覆土も１号焼土同様に、焼土をベース

にする暗褐色土の単層。遺物の出土は皆無であった。

他の焼土については掘り込みをもたず、範囲のみ確

認された程度であった。焼土の範囲は長径 40 ～ 90 ㎝、

短径 30 ～ 60 ㎝である。

（２）１号集石土坑（第 55 図）

　本集石はＶ－５４区（第２地点）で確認された。礫

は確認面から比較的まとまって出土した。これらの礫

を記録して、取り上げ精査したところ、礫の集中が認

められ、その礫群が暗褐色の覆土をベースとする土坑

の中に包含されていることが判明した。土坑の平面形

態は隅丸方形を基調にする不整形で、規模は確認面で

長径 0.98 ｍ、短径 0.81 ｍ、底面で長径 0.58 ｍ、短径

0.51 ｍを測る。土坑の長軸方向はＮ－ 46°－Ｗを指す。

土坑の深さは中央部で約 25 ㎝を測り、覆土は２層に

分層された。１層は締まりの良好な暗褐色土で礫を多

く含んでいた。礫は東から西に傾斜して流れ込んでい

るのが認められ、中層に炭化材が良好に遺存していた。

この炭化材を試料としてＣ14 年代測定で得られたＢＰ

年代は 4630 ± 130 であった。

　礫は総数 500 点を数え、総重量は 39,543ｇを量る。

10ｇ以下の細片も含んだ礫の平均重量は、79.1ｇであ

った。礫は大形のものはない。完形礫は 190 個。被熱

による礫の赤化率は 42.8％、タール付着率は 31.2％を

占め、完形礫は 16 点であった。礫の接合を行なった

ところ、78 個が接合した。その結果、礫の平均重量

は 93.7ｇとなった。遺物は出土していない。

（３）土坑

　本遺跡からは、縄文時代の土坑は 35 基確認された。

いわゆる「おとし穴」と称される土坑が 21 基で半分



73

以上を占めていた。６・28 地点の微高地部分から５

基と２・３・４・15・24・31 地点の低地部分から 16

基の合計 21 基が確認された。当初の調査段階では下

部施設の平面形態、土坑自体の覆土と下部施設の覆土

との関係を重視しており、截ち割りによる調査は行な

っていない。

　しかしながら截ち割り調査は行わなくとも、下部施

設の存在を認識さえしていればその検出・調査は可能

と考えられる。

　本村遺跡は中世集落主体の遺跡である。よってその

範囲も該期遺構等の確認から限定されたものである。

したがって本遺跡の縄文時代遺構の分布については現

第 53図　縄文時代の遺構分布図（1）（1／ 3570）

第 54 図　縄文時代の遺構分布図（2）（1／ 3750）

10 節　遺　構
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第 55図　焼土跡位置図（1／ 1500）・焼土（1／ 60）・1号集石（1／ 60）
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第 56図　本村遺跡　縄文時代の土坑 1（1／ 60）
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るおとし穴である。分布は４～６号と 14 号土坑の４

基が遺跡南西部の微高地上から、他の４基は南東部の

低地部から確認された。Ａ型土坑同様に密集性は低く、

単独で構築されたような状況を呈しているが、10、11

号土坑間は３ｍと近接し、覆土や形態も共通性を持っ

ている。覆土からの遺物は５号土坑から縄文時代中期

土器片１点のみが出土している。時期的な問題には何

ら言及できない。縄文時代に帰属する他遺構との切り

合い関係もない。

４号土坑（第 56 図）

　遺跡の南西端部で確認された。平面形態は隅丸楕円

形を呈し、坑底は礫層に達していた。覆土は締まり強

く、粘性も有る。遺物の出土はない。

５号土坑（第 56 図）

　遺跡の南西微高地上で確認された。平面形態は長楕

円形を呈し、坑底までの深さは 105 ㎝を測る。覆土は

ロームブロックを多く含む。覆土中から縄文土器の波

頭部１点が出土している。波頂部には工具を縦に押し

当て、波頂側面にはさらに細い工具で連続刺突してい

る。器面の文様は半截竹管による角押文を楕円の内外

に沿わせている。狢沢式期のものか。

６号土坑（第 57 図）

　遺跡の南西部微高地で確認された。平面形態は長楕

円形を呈し、坑底は平坦である。壁はほぼ垂直に立ち

上がる。覆土は締まり強く、遺物の出土はない。

10 号土坑（第 57 図）

　東側の一部が区域外にかかっているが、平面形態は

長い楕円形を呈する。壁は垂直に立上り、南北断面は

Ｙ字状をなす。覆土は締まり強い褐色土が主体。

11 号土坑（第 58 図）

　10 号土坑の３ｍ北に位置し、東側立上りの一部が

区域外にかかっているが、平面形態は長い楕円形を呈

する。壁は垂直に立上り、南北断面はＹ字状をなす。

覆土は締まり強い褐色土が主体。形態・覆土共に 10

号土坑に共通する。

14 号土坑（第 58 図）50 － BB 区に位置する。

　第 24 地点の中世遺構群が密集する部分から確認さ

れた。平面形態は細長い楕円形を呈する。壁は角度を

もって立上る。東西断面をみると坑底の東側が下がっ

ている。覆土は締まり強い暗褐色土が主体。

15 号土坑（第 58 図）21 －Ｙ区に位置する。

　平面形態はやや長い楕円形を呈し、壁はほぼ垂直に

立ち上がり、断面形はＶ字状をなす。覆土のベースは

ロームだが、最下層は黒褐色土である。遺物出土はな

い。

Ｃ型土坑（18～ 31号土坑）

　本型式に属する土坑は 14 基を数えるが、浅く不整

形を呈すること以外に大きな共通性はない。土坑間の

切り合い関係はない。覆土中からの出土遺物はなかっ

た。

18 号土坑（第 59 図）

　平面形態は円形に近い形状を呈し、断面は皿状に立

ち上がり、壁は緩傾斜で掘り込まれる。坑底は起伏を

もち、中央部北寄りに径 30 ㎝、深さ 15 ㎝のピット状

の落ち込みが１ケ所認められた。覆土のあり方などか

ら判断して縄文時代に位置づけられる可能性が考えら

れるが、正確な時期は不明である。

19 号土坑（第 59 図）

　平面形態は円形を呈し、断面は鍋底状を呈し丸みの

ある坑底へと続く。

20 号土坑（第 59 図）

　南東部を中世の溝に切られる。平面形は不整楕円形

で、断面は皿状を呈し、坑底は起伏をもち、北側の円

形部でピット状に深く凹む。覆土は締まり強い暗褐色

土が主体。

21 号土坑（第 59 図）

　平面は隅丸長方形で、断面は鍋底状を呈する。壁は

全体として緩傾斜で掘り込まれている。坑底はゆるや

かな起伏をもち東側はやや深い。

22 号土坑（第 59 図）

　平面形態は不整形を呈し、坑底は起伏をもち壁は傾

斜をもって立ち上がる。覆土は中位でローム層も入り

込む。風倒木痕のようでもある。

23 号土坑（第 59 図）

　南側は調査区域外にかかる。平面形は長楕円形を呈

するものと思われる。断面は角をもつ鍋底状を呈する。

壁は西側は比較的急傾斜で掘り込まれているが、東壁

は緩やかである。

24 号土坑（第 60 図）
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　平面は円形で、坑底は平坦である。断面は鍋底状を

呈し、南東部壁はやや傾斜が緩いが、他はほぼ垂直に

立ち上がっている。

25 号土坑（第 60 図）

　平面形態は円形に近い形状を示し、坑底は北寄りで

起伏をもち南に傾斜する。断面は鍋底状を呈する。北

壁はややオーバーハングする。他はほぼ垂直である。

26 号土坑（第 60 図）

　平面は長隅丸方形を呈する。断面は皿状を呈し、坑

底は平坦である。壁は緩やかに立ち上がる。中世のピ

ットに南壁の一部を切られる。

27 号土坑（第 60 図）

　平面は楕円形で、断面は鍋底状を呈する。坑底はや

や起伏があり、壁は比較的急に立ち上がっている。覆

土は全体として締まりの強い暗褐色土が主体。

28 号土坑（第 60 図）

　西側は調査区域外にかかるが、ほぼ楕円形を呈する

と想定される。坑底はやや起伏があるがほぼ平坦とい

える。壁は北側が最も急に立ち上がる。覆土は縄文時

代特有の暗褐色土が主体。

29 号土坑（第 60 図）

　平面は円形で、断面は擂鉢状を呈する。坑底は狭い。

壁は緩やかに立ち上がる。

30 号土坑（第 60 図）

　平面は楕円形で、断面は鍋底状を呈する。壁は急傾

斜に立上り、おとし穴的土坑とも捉えられる土坑であ

る。覆土は複雑に入り込む。

31 号土坑（第 60 図）

　平面は不整な楕円形で、坑底は起伏があり断面は非

対称形をなす。

（坪田幹男）

 

№ 旧№ 形態
確認面 底面 下部施設

の
有無長径×短径 長径×短径深さ 主軸方位

（おとし穴）

1 号 2 地点 2 号 楕円 160 × 95 125 × 60 65 N60W 小ﾋﾟｯﾄ 3

2 号 2 地点 4 号 長楕円 255 × 80 235 × 35 55 N73E 小ﾋﾟｯﾄ 7

3 号 2 地点 5 号 長楕円 340 × 76 320 × 40 90 N25W 小ﾋﾟｯﾄ 4

4 号 3 地点 E 区 長楕円 0 × 76 20 × 40 90 N25W

5 号 4 地点 1 号 楕円 180 × 90 160 × 60 105 N28E

6 号 6 地点 1 号 長楕円 225 × 90 200 × 25 90 N67W

7 号 6 地点 2 号 長楕円 245 × 75 230 × 23 150 N61W

8 号 6 地点 3 号 長楕円 285 × 95 260 × 20 65 N48W 小ﾋﾟｯﾄ 1

9 号 8 地点 1 号 長楕円 284 × 104 270 × 50 110 N69W

10 号 15 地点 23 号 長楕円 × 110 × 45 110 N78E

11 号 15 地点 24 号 長楕円（320）× 75 250 × 25 100 N79W

12 号 15 地点 32 号 長楕円（250）× 65 200 × 35 90 N57W

13 号 17 地点 2 号 長楕円 280 × 55 245 × 15 55 N84E

14 号 24 地点 13 号 長楕円 280 × 55 250 × 25 65 N75W

15 号 28 地点 1 号 長楕円 190 × 70 160 × 15 105 N70W

16 号 28 地点 28 号 楕円 180 × 145 150 × 85 70 N36W 小ﾋﾟｯﾄ 3

17 号 31 地点 7 号 長楕円 165 × 65 150 × 40 85 N69W 小ﾋﾟｯﾄ 2

（土坑）

18 号 2 地点 D 区 3 号 円 143 × 100 103 × 87 20 N28W

19 号 3 地点 35 号 円 110 × 105 70 × 60 30 N24E

20 号 3 地点 37 号 不整楕円 385 × 195 × 90 N26W

21 号 3 地点 42 号 隅丸楕円 180 × 95 145 × 75 32 N38W

22 号 3 地点 D2 号 不整 285 × 105 180 × 80 58 N53W

23 号 3 地点 D3 号 長楕円 ‐ × 130 ‐ × 60 40 N 8W

24 号 3 地点 E1 号 円 145 × 125 110 × 100 48 N72W

25 号 3 地点 E2 号 円 105 × 78 90 × 73 50 N12W

26 号 6 地点４号 隅丸楕円 350 × 115 305 × 75 33 N82W

27 号14 地点 B32 号 楕円 137 × 55 118 × 34 28 N72W

28 号14 地点 B33 号 楕円 ‐ × 95 ‐ × 55 40 N87E

29 号 15 地点 D 号 円 115 × 112 65 × 60 30 N‐S

30 号15 地点 E21 号 楕円 160 × 116 100 × 60 72 N66E

31 号15 地点 E31 号 楕円 120 × 52 100 × 35 32 N8　E

第 11表　本村遺跡の縄文時代土坑一覧
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第 99図　本村遺跡　中世井戸分布図（1／ 4000）

の出土例は少ない。石臼を破損することは、井戸神を

鎮めるために魂ぬきと称して石臼を真二つに割るとい

う民間習俗に拠る説もある。

106 号井戸　（第 111 図）

位置　19 － L区　

構造　長軸 640 ㎝、短軸 250 ㎝の長楕円形を呈する。

底面が礫層に達していることから井戸と判断した。北

側に 180 ㎝四方、深さ 40 ㎝足らずのテラス状のもの

がのびる。覆土中央部、底面から 15 ㎝程浮いて板碑

片が出土した。

　井戸をとりまくようにピットが 10 本確認された。

井戸にともなうかどうかは判明しない。

　本村遺跡の井戸の用途については、かつてまとめた

ことがあった（１）。それは、

①　住居の傍に作られ飲用に供された

②　埋葬儀礼に使用された

③　畑作に供された

　である。

　これらを今回の井戸報告に関連して若干ふれると、

1 号～ 22 号井戸・65 号～ 72 号井戸・76 号～ 103 号

井戸の計 63 基の井戸が 80m × 70m の範囲内に群在

する。

　そこには、掘立柱建物跡、地下式壙等の遺構が集中

する部分でもある。よって①と②の用途の井戸として

掘削されたのであろう。

 また、第 87 図の中世地下式壙分布図と第 99 図の井

戸分布図を比較検討すると、75 号井戸には 8号・9号

地下式壙が近接する。また遺跡北西部に集中する 13

基の地下式壙群には、5基の井戸が近接する。遺跡中

央部に地下式壙が 15 基存在する。周囲の撹乱状況を

みれば 15 基以上が存在するものと思われる。

53 号～ 62号井戸　（第 104 ～ 105 図）

構造　これらの井戸は群在する。およそ径 50mの範

囲内に 10 基の井戸が所在する。周辺部には、他の遺

構が確認されず井戸だけが集中する（53 号～ 62 号井

戸）。このことは農業（畑作）の際に使用されたもの

と想定される。これに使用される井戸の規模は、径

100 ㎝前後の円形で、深さは約 180 ㎝のものが多く、

比較的小型のものである。容易に井戸を掘削しえる

条件で、水脈に沿って多量に掘られた。54 号と 55 号

井戸の切り合いは、54 号が 55 号井戸を切り、61 号と

62 号は後者が切っている。当該区域においては後年

の発掘調査（第 84 地点）で掘立柱建物跡が確認され

てきている。
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第 103 図　本村遺跡　井戸 4（1／ 80）
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第 112 図　本村遺跡　土坑分布図（1／ 2500）

（115 図に拡大）
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第 118 図　本村遺跡　土坑 6（1／ 80）

17 節　土　坑
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第 137 図　本村遺跡　中世溝分布図（1／ 4000）

18 節　　　溝

　溝は 52 条が確認された。その用途上以下のように

分類される。

①　道路状遺構の側溝として掘られたもの。

②　何らかの施設を仕切るためのもの。

　別表には全ての溝跡について記載したが、ここでは

特徴的な溝についてだけ紹介する。

1 号溝（第 138 図）

位置　5－ U区　この溝は上記用途の②に相当する。

発掘調査以前、当該場所には「第六天」と呼ばれる小

さな祠が安置されていた。屋敷神として祀られていた

可能性がある。西側部分が調査区域外になっているが、

全体の約２／３を確認できた。

規模　南北 11.8m、東西は推定で 10m を測る。全体

形状は隅丸方形を呈する。溝が全周する。出入り口と

思われる南側部分は 140 ㎝幅でやや狭いが、それ以外

部分の溝幅は 230 ～ 250 ㎝である。確認面からの深さ

は概ね 60 ㎝程度である。溝に囲まれた中心部には径

360 × 180 ㎝、深さ 70 ㎝の楕円形を呈した土坑状の

ものが存在する。断面はテラス状のものをもちながら

ゆるやかに開きながら立ち上がる。

覆土　溝内には全体として締まりの弱いソフトローム

や黒色土が入り込んでいる。

遺物　銭貨が 10 枚出土している。

備考　時期的には近世期を大きく遡らないと思われ

る。

13 号溝（第 145 図）

位置　16 ～ 18 － K ～ L 区　西から東方向に確認さ

れた。

規模　本遺跡では最大規模を有する。最大幅で 290 ㎝

で、概ね平均 240 ㎝～ 260 ㎝前後の幅だが、確認部分

で最小幅 220 ㎝の部分がある。溝が長さ 60 ㎝にわた

り立ち上がる部分が最も括れている。断面は、箱薬研

に近いが北側の立ち上がりが緩やかで変形的な箱薬研

形を呈する。深さは 110 ㎝～ 120 ㎝。立ち上がり部分

での確認面からの深さは 60 ㎝。ここに計６本のピッ

トを確認した。この浅くなった部分に集中する。しか

も南斜面上に穿たれている。なんらかの構築物が想定

されよう。
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第 138 図　本村遺跡　溝 1（1／ 80）

18 節　溝
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No 地点 主軸方向 主軸長　（ｍ）
室部規模（ｍ）

備考（重複関係） 分類
（長×短×高さ）

9 本村遺跡 21‐B‐地下式壙 1 （S‐2 ﾟ‐W） 　　× 2.20 × 0.53
10 本村遺跡 24‐14D S‐23 ﾟ‐E 3.61 3.69 × 2.27 × 1.55
11 本村遺跡 24‐5D S‐25 ﾟ‐E 2.21 1.99 × 1.51 × 1.19 井戸 76 に切られる
12 本村遺跡 24‐39D S‐1.5 ﾟ‐W 3.11 3.29 × 2.16 × 0.26
13 本村遺跡 24‐40D S‐32 ﾟ‐W 2.86 1.92 × 1.22 × 1.19 土坑 353 を切る
14 本村遺跡 24‐45D N‐76 ﾟ‐E 2.86 　　× 1.66 × 0.25
15 本村遺跡 24‐41D N‐0.5 ﾟ‐W 2.92 2.10 × 1.63 × 1.17
16 本村遺跡 24‐44D S‐22 ﾟ‐E 4.18 3.13 × 2.64 × 0.49
17 本村遺跡 24‐33D N‐6 ﾟ‐W 3.66 2.28 × 2.36 × 0.73
18 本村遺跡 24‐31D N‐72 ﾟ‐E 4.06 　　× 2.49 × 0.79 井戸 82 を切る
19 本村遺跡 28‐4D S‐39 ﾟ‐E 3.65 4.94 × 2.20 × 2.01
20 本村遺跡 28‐3D S‐53 ﾟ‐W 5.03 3.18 × 1.74 × 1.78
21 本村遺跡 28‐2D N‐77 ﾟ‐E （4.72） 　　× 1.87 × 1.22
22 本村遺跡 28‐7D N‐13 ﾟ‐E 3.58 1.80 × 1.78 × 0.96
23 本村遺跡 28‐6 Ａ区 S‐16 ﾟ‐E 2.73 4.36 × 1.80 × 1.09
24 本村遺跡 28（東原 2） S‐67 ﾟ‐E 3.03 2.19 × 1.71 × 0.57
25 本村遺跡 28（東原 3） S‐13 ﾟ‐E 4.20 3.51 × 2.78 × 1.80
26 本村遺跡 28‐9 Ａ区 S‐27 ﾟ‐W  2.20 4.22 × 1.94 × 1.40
27 本村遺跡 28‐5 Ａ区 S‐42 ﾟ‐E 3.78 2.57 × 2.04 × 1.48
28 本村遺跡 29‐2 S‐6 ﾟ‐W 6.12 5.53 × 2.54 × 1.25
29 本村遺跡 29‐4
30 本村遺跡 29‐3 S‐40 ﾟ‐W 4.88 4.02 × 2.32 × 1.04
31 本村遺跡 29‐1 N‐16 ﾟ‐E 3.10 3.20 × 2.06 × 0.26

№ 地点 形　態 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 備考（重複関係）

1 旧弁天後 3‐C区溝 1内 円形 0.98 0.92 2.07
2 旧弁天後 3‐3A区 円形 1.37 1.26 2.57
3 旧弁天後 3‐2A区 円形 1.19 1.01 2.09
4 旧弁天後 3‐6A区 楕円形 3.36 2.32 3.08
5 旧弁天後 3‐1A区 円形 1.98 2.60
6 旧弁天後 3‐4A区 円形 1.24 1.16 2.87
7 旧弁天後 3‐5A区 円形 1.35 1.30 2.54 土坑６に切られる
8 旧弁天後 3‐7A区 円形 1.70 1.61 2.94
9 旧弁天後 3‐8A区 円形 1.47 1.30 2.87
10 旧弁天後 3‐9A区 不整円形 1.43 1.28 2.53
11 旧弁天後 3‐11 不整円形 1.48 1.33 2.11
12 旧弁天後 3‐10A区 円形 1.24 1.20 2.33
13 旧弁天後 3‐17 （楕円形）
14 旧弁天後 3 （楕円形） （1.61） 2.70
15 旧弁天後 3‐18B 区 （不整形） （1.54） 2.09 土坑 23 に切られる
16 旧弁天後 3‐12 円形 1.76 1.64 2.29
17 旧弁天後 3‐13B 区 不整円形 2.06 1.96 3.62
18 旧弁天後 3‐15B 区 楕円形 1.57 1.26 1.70
19 旧弁天後 3‐19 楕円形 1.81 1.51 2.25
20 旧弁天後 3‐20B 区 楕円形 1.67 1.31 2.35
21 旧弁天後 3‐14B 区 楕円形 1.22 1.06 2.57
22 旧弁天後 3‐16 円形 1.01 0.98 2.00
23 本村遺跡 4‐1 不整円形 2.05 2.03 3.97
24 本村遺跡 4‐2 楕円形 3.53 2.53 2.21
25 本村遺跡 4‐3 楕円形 4.06 3.31 井戸 26 に切られる
26 本村遺跡 4‐4 楕円形 （2.08） 1.83 3.19 井戸 25 を切る
27 本村遺跡5‐1・本村遺跡8‐9 楕円形 2.63 2.30 2.42
28 本村遺跡 8‐1 円形 2.00 1.90 2.40
29 本村遺跡 8‐2 不整円形 2.75 2.40 4.40
30 本村遺跡 8‐3 不整円形 1.50 1.30 2.50
31 本村遺跡 8‐4 円形 1.20 1.15 1.85
32 本村遺跡 8‐5 隅丸長方形 2.00 1.40 1.75
33 本村遺跡 8‐6 円形 1.50 1.25 2.15
34 本村遺跡 8‐7 不整円形 2.90 2.75 3.00
35 本村遺跡 8‐8 不整円形 1.95 1.60 2.30
36 本村遺跡 8‐9 不整円形 2.60 2.30 （2.30）
37 本村遺跡 8‐10 円形 0.85 0.80 2.00

第 15表　本村遺跡　井戸計測表
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No. 地点 形　態 長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 備考（重複関係）
103 本村遺跡 28‐1 不整円形 3.12 2.98 3.10 土坑 411 を切る
104 本村遺跡 28‐3 楕円形 1.25 1.11 2.90
105 本村遺跡 31‐1 楕円形 2.80 2.26 3.28
106 本村遺跡 31‐2 長楕円形 6.42 2.52 1.51

No 地点 形態 主軸方向
室部規模（ｍ）

備考（重複関係） 分類
上端（長×短×高さ） 下端（長×短）

1 弁天後 2‐Ｆ‐1D 隅丸長方形 N‐73 ﾟ‐W 1.64 × 0.60 × 0.80 1.52 × 0.46
2 弁天後 3 円形 N‐14 ﾟ‐W 1.05 × 1.02 × 0.28 0.64 × 0.61
3 弁天後 3 隅丸長方形 N‐73 ﾟ‐E 1.82 ×（1.36）× 0.68 1.44 × 1.10
4 弁天後 3 隅丸長方形 N‐72 ﾟ‐E 1.91 × 1.01 × 0.70 1.69 × 0.80
5 弁天後 3‐23D 楕円形 N‐52 ﾟ‐W 1.05 × 0.86 × 0.33 0.82 × 0.64 D
6 弁天後 3 隅丸長方形 N‐21 ﾟ‐W 1.74 × 1.10 × 0.52 1.46 × 0.94 井戸 7に切られる D
7 弁天後 3 楕円形 N‐61 ﾟ‐E 2.50 × 0.84 ×　　 2.12 × 0.60
8 弁天後 3‐32D 隅丸長方形 N‐45 ﾟ‐W 1.05 × 0.64 × 0.38 0.91 × 0.50 C
9 弁天後 3 隅丸長方形 N‐66 ﾟ‐E 1.10 × 0.66 × 0.64 0.85 × 0.40 土坑 10 を切る D
10 弁天後 3 N‐13 ﾟ‐E 1.10 × 0.36 × 0.32 0.74 × 0.15 土坑 9に切られる D
11 弁天後 3 隅丸長方形 N‐7 ﾟ‐E 1.31 × 0.80 × 0.32 1.22 × 0.62 C
12 弁天後 3 隅丸長方形 N‐25 ﾟ‐W 1.60 × 1.08 × 0.16 1.44 × 0.91 C
13 弁天後 3 ひょうたん N‐35 ﾟ‐W 1.42 × 0.36 × 0.24 1.36 × 0.20 C
14 弁天後 3 隅丸方形 N‐69 ﾟ‐E 0.90 × 0.86 ×　　 0.76 × 0.70
15 弁天後 3‐34D 隅丸長方形 N‐32 ﾟ‐W 1.55 × 1.00 × 0.40 1.24 × 0.76 土坑 16 の上 C
16 弁天後 3 隅丸長方形 N‐37 ﾟ‐W 1.06 ×　　×　　 0.94 ×　　 土坑 15 の下
17 弁天後 3 隅丸長方形 N‐52 ﾟ‐E 1.01 × 0.72 ×　　 0.87 × 0.58
18 弁天後 3 隅丸長方形 N‐52 ﾟ‐E 1.12 × 0.09 ×　　 0.86 × 0.76 D
19 弁天後 3 隅丸長方形 N‐35 ﾟ‐W 1.16 × 0.94 × 0.09 1.00 × 0.80 C
20 弁天後 3 隅丸方形 N‐58 ﾟ‐E 0.70 × 0.59 × 0.57 0.44 × 0.38 D
21 弁天後 3 隅丸方形 N‐68 ﾟ‐E 1.04 × 1.01 × 0.16 0.89 × 0.80 D
22 弁天後 3‐36D 　　× 0.99 × 0.38 　　× 0.82 調査区域外に接する D
23 弁天後 3 半円形 N‐87 ﾟ‐W 　　× 1.05 × 0.38 　　× 0.81 井戸 15 に切られる
24 弁天後 3 楕円形 N‐70 ﾟ‐E 1.80 × 1.08 × 0.20 1.60 × 0.86
25 弁天後 3 隅丸長方形 × 1.14 × 0.26 　　× 0.86 調査区域外に接する D
26 弁天後 3 隅丸長方形 N‐74 ﾟ‐E 2.43 × 1.45 × 0.23 2.21 × 1.28 E
27 弁天後 3‐44D 円形 N‐12 ﾟ‐W 0.96 × 0.95 × 1.08 0.77 × 0.76 D
28 弁天後 3‐43D × 1.03 × 　　× 0.80 溝と調査区域外に接する
29 弁天後 3 楕円形 N‐27 ﾟ‐E 1.40 × 0.81 × 0.54 0.92 × 0.58 D
30 弁天後 3 隅丸三角形 N‐24 ﾟ‐W 1.86 × 1.50 × 0.79 1.34 × 0.96 D
31 弁天後 3 楕円形 N‐13 ﾟ‐W 0.94 × 0.81 × 0.11 0.65 × 0.59 D
32 弁天後 3 ほぼ楕円形 N‐16 ﾟ‐E 0.84 × 0.57 × 0.12 0.56 × 0.37 D
33 弁天後 3- 集石土坑
34 弁天後 3 隅丸長方形 N‐70 ﾟ‐E 2.66 × 0.96 × 0.32 2.54 × 0.86 D
35 弁天後 3 隅丸長方形 N‐42 ﾟ‐E 1.60 × 0.90 × 0.18 1.50 × 0.80 C
36 弁天後 3 ┐
37 弁天後 3 ├境なし
38 弁天後 3‐2D │
39 弁天後 3 ┘
40 弁天後 3 隅丸長方形 N‐58 ﾟ‐E 1.96 × 1.12 × 0.30 1.80 × 1.02 C
41 弁天後 3 楕円形 N‐55 ﾟ‐E 1.10 × 0.84 ×　　 0.80 × 0.60 土坑 42 の上
42 弁天後 3 × 1.34 × 　　× 1.02 土坑 41 の下
43 弁天後 3 　　× 0.80 × 0.56 　　× 0.50
44 弁天後 3 　　× 1.16 × 0.08 　　× 0.90
45 弁天後 3 隅丸長方形 N‐27 ﾟ‐W 1.28 × 1.06 × 0.26 1.04 × 0.60 土坑 43・44 と重なる C
46 弁天後 3 　　× 1.30 × 0.60 　　× 1.10
47 弁天後 3
48 弁天後 3 N‐53 ﾟ‐E 4.92 × 1.37 × 0.24 4.70 × 1.20 E
49 弁天後 3 隅丸長方形
50 弁天後 3 隅丸長方形 N‐63 ﾟ‐E 1.04 × 0.66 ×　　 0.84 × 0.58
51 弁天後 3 隅丸長方形
52 弁天後 3 隅丸長方形 N‐23 ﾟ‐W 0.98 × 0.74 × 0.30 0.86 × 0.60 土坑 53 の上 D
53 弁天後 3 × 1.94 × 　　× 1.70 土坑 54に重なり土坑52に切られる F
54 弁天後 3 土坑 53 の下 F
55 弁天後 3‐38D 土坑 47・48 の下
56 弁天後 3 N‐30 ﾟ‐W 1.52 ×　　× 0.36 1.36 ×　　 D
57 弁天後 3‐41D × 0.50 × 　　× 0.32 土坑 59の下、土坑 58と境なし

第 16表　本村遺跡　土坑計測表
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No 地点 形態 主軸方向
室部規模（ｍ）

備考（重複関係） 分類
上端（長×短×高さ） 下端（長×短）

123 弁天後 3 隅丸長方形 N‐62 ﾟ‐E 1.24 × 0.90 × 0.48 1.02 × 0.76 D
124 弁天後 3 隅丸長方形 N‐40 ﾟ‐E 2.13 ×　　× 0.20 1.89 ×　　 土坑 125 の下 C
125 弁天後 3‐26D 隅丸長方形 N‐67 ﾟ‐E 1.43 × 0.98 × 0.38 1.13 × 0.62 土坑 124 の上 C
126 弁天後 3‐29D 隅丸長方形 N‐50 ﾟ‐E 1.86 × 1.07 × 0.23 1.48 × 0.80 D
127 弁天後 3‐33D N‐55 ﾟ‐W 1.31 × 1.02 × 0.36 1.13 × 0.83 D
128 弁天後 3 隅丸長方形 N‐68 ﾟ‐E 0.84 × 0.66 × 0.20 0.63 × 0.54 D
129 弁天後 3‐16D N‐15 ﾟ‐W 1.90 ×　　×　　 1.66 ×　　 調査区域外と接する
130 弁天後 3 隅丸長方形 N‐73 ﾟ‐E 1.34 × 0.96 × 0.48 1.08 × 0.84 土坑 131･132 の上 C
131 弁天後 3 隅丸長方形 × 0.70 × 　　× 0.42 土坑 130 の下
132 弁天後 3‐20D 隅丸長方形 　　× 1.00 × 0.11 　　× 0.80 土坑 130 の下 C
133 本村遺跡 24‐20D 不整形 N‐45 ﾟ‐E 　　×　　× 0.32 土坑 101･134 に切られる
134 本村遺跡 24 不整形 N‐37 ﾟ‐E 　　× 1.09 × 0.48 　　× 0.80 土坑 133 を切る
135 本村遺跡 24‐18D 不整形 N‐30 ﾟ‐W 1.66 ×　　× 0.39 1.54 ×　　 ┐境なし F
136 本村遺跡 24 不整形 N‐23 ﾟ‐W 　　× 0.49 × 0.18 　　× 0.37 ┘土坑 350･351 と隣合う F
137 本村遺跡 24‐16D 不整形 N‐14 ﾟ‐E × 0.73 × 　　× 0.61
138 本村遺跡 24‐15D 不整形 N‐70 ﾟ‐E 　　× 1.00 × 0.39 　　× 0.81 調査区域外と接する
139 本村遺跡 4-B ﾄﾚ内 1
140 本村遺跡 4-B 区 1 楕円形 1.30 × 0.85 × 1.12 0.74 × 0.44 D
141 本村遺跡 5- 古 2D 隅丸長方形 N‐53 ﾟ‐W 3.00 × 1.15 × 0.36 2.76 × 1.00 E
142 本村遺跡 5- 古 1D・本村遺跡 8‐32D 　　× 1.08 × 0.52 　　× 0.81
143 本村遺跡 5‐3D 隅丸長方形 N‐42 ﾟ‐W 2.20 × 1.16 × 0.20 2.06 × 0.94 E
144 本村遺跡 5‐4D
145 本村遺跡 5‐5D 　　× 0.83 × 0.15 　　× 0.60 C
146 本村遺跡 5‐6D 隅丸長方形 N‐43 ﾟ‐W 2.49 × 0.95 × 0.22 2.36 × 0.82 E
147 本村遺跡 5‐7D 　　× 1.00 × 0.63 　　× 0.80 調査区域外と接する C
148 本村遺跡 5‐11D ひょうたん N‐47 ﾟ‐W 1.31 × 0.47 × 0.12 1.18 × 0.25 C
149 本村遺跡 5‐8D 隅丸長方形 N‐46 ﾟ‐W 3.29 × 1.16 × 0.30 3.10 × 0.99 E
150 本村遺跡 5‐9D 隅丸長方形 N‐36 ﾟ‐W 1.39 × 0.76 × 0.20 1.22 × 0.62 C
151 本村遺跡 5‐10D 隅丸長方形 　　× 0.93 × 0.40 　　× 0.74 C
152 本村遺跡 5‐12D
153 本村遺跡 5‐13D ほぼ円形 N‐47 ﾟ‐W 0.90 × 0.86 × 0.48 0.60 × 0.48 D
154 本村遺跡 5‐14D 楕円形 N‐23 ﾟ‐W 1.04 × 0.80 × 0.50 0.73 × 0.46 溝 15 の上 D
155 本村遺跡 6 隅丸長方形 N‐78 ﾟ‐W 5.36 × 1.16 × 0.20 4.92 × 0.96 E
156 本村遺跡 6 楕円形 N‐10 ﾟ‐E 2.38 × 1.50 × 0.31 2.04 × 1.10 E
157 本村遺跡 6 円形 N‐9 ﾟ‐E 1.04 × 0.98 ×　　 0.93 × 0.86
158 本村遺跡 6 円形 N‐10 ﾟ‐W 1.16 × 1.10 ×　　 1.10 × 0.96
159 本村遺跡 8‐1D 隅丸長方形 N‐5 ﾟ‐W 1.45 × 1.00 × 0.10 1.34 × 0.84 D
160 本村遺跡 8‐2D 円形 N‐43 ﾟ‐W 1.55 × 1.35 × 0.30 1.20 × 1.18 A
161 本村遺跡 8‐3D ほぼ円形 N‐63 ﾟ‐W 1.20 × 1.00 × 0.10 0.96 × 0.80 A
162 本村遺跡 8‐4D 円形 N‐89 ﾟ‐W 1.20 × 1.10 × 0.65 0.96 × 0.92 A
163 本村遺跡 8‐5D 円形 N‐58 ﾟ‐E 0.90 × 0.85 × 0.30 0.76 × 0.72 A
164 本村遺跡 8‐6D 円形 N‐33 ﾟ‐W 1.15 × 1.10 × 0.35 1.08 × 0.86 A
165 本村遺跡 8‐7D 円形 N‐10 ﾟ‐W 1.15 × 1.05 × 0.55 0.96 × 0.94 8 地点 2号溝の中 A
166 本村遺跡 8‐8D 円形 N‐86 ﾟ‐E 1.10 × 1.10 × 0.25 0.96 × 0.88 A
167 本村遺跡 8‐9D 楕円形 N‐80 ﾟ‐E 0.95 × 0.60 × 0.10 0.82 × 0.40 F
168 本村遺跡 8‐10D 隅丸長方形 N‐71 ﾟ‐E 0.65 × 0.65 × 0.10 0.56 × 0.54 D
169 本村遺跡 8‐11D 楕円形 N‐23 ﾟ‐E 0.60 × 0.95 × 40.15 0.84 × 0.48 D
170 本村遺跡 8‐12D ほぼ円形 N‐20 ﾟ‐E 1.15 × 1.10 × 0.25 0.96 × 0.86 A
171 本村遺跡 8‐13D 楕円形 N‐7 ﾟ‐W 1.30 × 1.15 × 1.55 0.84 × 0.76 B
172 本村遺跡 8‐14D 楕円形 N‐51 ﾟ‐W 1.00 × 0.90 × 0.15 0.82 × 0.72 D
173 本村遺跡 8‐15D 楕円形 N‐6 ﾟ‐E 1.05 × 1.00 × 0.20 0.85 × 0.80 A
174 本村遺跡 8‐16D ほぼ円形 N‐55 ﾟ‐W 1.05 × 0.95 × 1.30 0.68 × 0.60 B
175 本村遺跡 8‐17D 1.30 × 1.25 × 1.50 B
176 本村遺跡 8‐18D 隅丸長台形 N‐34 ﾟ‐E 1.20 × 1.00 × 0.10 0.96 × 0.80 F
177 本村遺跡 8‐19D 円形 N‐32 ﾟ‐W 1.05 × 1.05 × 0.20 0.92 × 0.88 A
178 本村遺跡 8‐20D 隅丸方形 N‐88 ﾟ‐E 1.40 × 1.20 × 0.10 1.20 × 1.04 D
179 本村遺跡 8‐21D 円形 N‐29 ﾟ‐W 0.90 × 0.85 × 0.15 0.84 × 0.74 A
180 本村遺跡 8‐22D ほぼ円形 N‐32 ﾟ‐E 1.00 × 0.95 × 0.25 0.76 × 0.72 A
181 本村遺跡 8‐23D 楕円形 N‐48 ﾟ‐W 1.15 × 0.95 × 0.30 0.88 × 0.72 A
182 本村遺跡 8‐24D 円形 N‐18 ﾟ‐E 1.25 × 1.15 × 0.35 1.04 × 0.96 A
183 本村遺跡 8‐25D 　　× 0.85 × 0.15 　　× 0.52 土坑 184 に切られる D
184 本村遺跡 8‐26D 隅丸長方形 N‐63 ﾟ‐E 1.15 × 1.15 × 0.30 0.80 × 0.80 土坑 183 を切る A
185 本村遺跡 8‐27D 隅丸長方形 N‐89 ﾟ‐W 1.00 × 1.00 × 0.20 0.68 × 0.72 A
186 本村遺跡 8‐28D 隅丸長方形 N‐０ﾟ 1.00 × 1.10 × 0.15 0.88 × 0.80 A
187 本村遺跡 8‐29D N‐19 ﾟ‐W 1.65 × 0.95 × 0.45 1.32 × 0.52 D
188 本村遺跡 8‐30D 円形 N‐89 ﾟ‐E 1.20 × 1.15 × 0.55 1.00 × 0.92 A
189 本村遺跡 8‐31D 隅丸長方形 N‐62 ﾟ‐E 2.30 × 0.84 × 0.15 2.16 × 0.64 E
190 本村遺跡 8‐33D 隅丸長方形 N‐23 ﾟ‐E 2.80 × 1.05 × 0.30 2.08 × 0.80 E
191 本村遺跡 8‐34D 円形 N‐8 ﾟ‐E 1.30 × 1.20 × 0.20 1.12 × 1.05 A
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No 地点 形態 主軸方向
室部規模（ｍ）

備考（重複関係） 分類
上端（長×短×高さ） 下端（長×短）

399 本村遺跡 28‐13D 不整形 N‐27 ﾟ‐W 1.05 × 0.66 × 0.48 0.83 × 0.50 F
400 本村遺跡 28 不整形 N‐25 ﾟ‐W 1.80 × 0.70 × 0.43 1.64 × 0.57 地下式壙に接する F
401 本村遺跡 28‐31D 隅丸長方形 N‐33 ﾟ‐W 1.00 × 0.67 × 0.35 0.92 × 0.58 D
402 本村遺跡 28‐36D 不整形 N‐1 ﾟ‐W 2.21 × 0.55 × 5.44 　　× 0.40 P131 に切られる F
403 本村遺跡 28‐P38 隅丸長方形 N‐85 ﾟ‐W 0.91 × 0.58 × 0.30 0.73 × 0.47 D
404 本村遺跡 28‐37D 円形 N‐5 ﾟ‐E 0.62 × 0.60 × 0.53 0.37 × 0.36 A
405 本村遺跡 28‐43D 不整形 N‐5 ﾟ‐E 1.50 × 0.65 × 0.30 1.33 × 0.46 F
406 本村遺跡 28‐27D 隅丸長方形 N‐20 ﾟ‐W 2.72 × 1.71 × 0.58 2.58 × 1.48 D
407 本村遺跡 28‐32D 円形 N‐30 ﾟ‐W 0.76 × 0.61 × 0.47 0.57 × 0.43 A
408 本村遺跡 28‐12D 隅丸長方形 N‐17 ﾟ‐W 1.79 × 0.67 × 0.08 1.68 × 0.55 D
409 本村遺跡 28‐8D 楕円形 N‐17 ﾟ‐W 1.00 × 0.60 × 0.40 0.72 × 0.44 F
410 本村遺跡 28‐P11 楕円形 N‐70 ﾟ‐E 1.08 × 0.64 × 0.48 0.94 × 0.45 F
411 本村遺跡 28‐26D 隅丸長方形 N‐62 ﾟ‐E 　　× 0.56 × 1.17 　　× 0.42 井戸 104 に切られる D
412 本村遺跡 28‐P19 楕円形 0.76 × 0.39 × 0.35 0.63 × 0.30 F
413 本村遺跡 28‐P12 楕円形 N‐59 ﾟ‐E 0.92 × 0.47 × 0.19 0.72 × 0.36 F
414 本村遺跡 28‐35D 隅丸方形 N‐40 ﾟ‐E 0.74 × 0.61 × 0.68 0.64 × 0.48 P98･99 を切る D
415 東原遺跡 2‐1 隅丸長方形 N‐18 ﾟ‐W 1.03 ×　　×　　 0.82 ×　　 D
416 東原遺跡 2‐2 不整形 N‐14 ﾟ‐E 1.16 × 0.64 ×　　 0.69 × 0.34 F
417 東原遺跡 2‐3 不整形 N‐53 ﾟ‐W 1.11 × 0.61 ×　　 0.90 × 0.55 F
418 東原遺跡 2‐4 隅丸長方形 N‐73 ﾟ‐E 0.90 × 0.53 ×　　 0.72 × 0.34 D
419 東原遺跡 2‐5 隅丸長方形 N‐23 ﾟ‐W 2.80 × 0.67 ×　　 2.48 × 0.52 D
420 本村遺跡 28‐34D 不整形 N‐73 ﾟ‐E 2.76 ×　　× 0.50 2.62 × 1.09 F
421 本村遺跡 28‐33D 円形 N‐73 ﾟ‐E 0.69 × 0.65 × 0.28 0.44 × 0.42 ┐ B
422 本村遺跡 28‐25D 不整円形 N‐80 ﾟ‐E 1.45 × 1.20 ×　　 1.05 × 1.12 │　  念佛銭　　　 B
423 本村遺跡 28‐20D 円形 N‐78 ﾟ‐E 1.50 × 1.30 ×　　 1.25 × 1.19 │　  壮年・女 B
424 本村遺跡 28‐21D 円形 N‐45 ﾟ‐E 1.75 × 1.63 ×　　 1.43 × 1.46 │　  壮年・女 B
425 本村遺跡 28‐22D 不整形 N‐78 ﾟ‐E 1.17 × 0.93 ×　　 │　  幼児・熟年男 B
426 本村遺跡 28‐23D 不整形 N‐87 ﾟ‐E 1.34 × 1.14 ×　　 1.24 × 0.96 │　  壮年・女 B
427 本村遺跡 28‐24D 不整円形 N‐31 ﾟ‐E 1.81 × 1.14 ×　　 1.61 × 1.02 ┘　  熟年・男 B
428 本村遺跡 30‐1D 円形 N‐55 ﾟ‐W 1.35 × 1.30 × 0.80 0.85 × 0.75 A
429 本村遺跡 31‐1D 不整形 N‐15 ﾟ‐W 2.25 ×　　× 0.71 1.96 ×　　 土坑 430 に切られる F
430 本村遺跡 31‐2D 不整形 N‐10 ﾟ‐W 1.32 ×　　× 0.67 0.91 ×　　 土坑 429 を切る F
431 本村遺跡 31‐4D 不整形 N‐50 ﾟ‐E 　　× 0.95 × 0.28 　　× 0.80 F
432 本村遺跡 31‐6D 不整形 N‐18 ﾟ‐W 1.31 ×　　× 0.35 1.22 ×　　 F
433 本村遺跡 31‐5D 不整形 N‐25 ﾟ‐W 1.21 × 0.80 × 0.19 0.98 × 0.64 F
434 本村遺跡 31‐9D 隅丸長方形 N‐34 ﾟ‐W 2.06 × 0.82 × 0.53 1.66 × 0.80 F
435 本村遺跡 31‐10D 隅丸長方形 N‐32 ﾟ‐W 2.10 × 0.95 × 0.60 1.58 × 0.82 D
436 本村遺跡 31‐8D 不整形 N‐41 ﾟ‐W 1.08 × 0.85 × 0.17 1.02 × 0.78 F
437 本村遺跡 31‐11D 円形 N‐25 ﾟ‐W 1.14 × 0.98 × 0.25 0.88 × 0.80 A
438 本村遺跡 31‐12D 半円形 N‐22 ﾟ‐W 0.85 ×　　×　　 0.56 ×　　 F
439 本村遺跡 31‐13D 不整形 N‐24 ﾟ‐E 3.39 × 1.41 × 0.69 2.75 × 1.15 F

第 17表　本村遺跡　溝状遺構計測表

No 地点
溝幅（cm） 確認面からの深さ

（㎝）
断面 機能

確認された
長さ（ｍ）

出土遺物
上端 底面幅

1 本村遺跡 4‐A‐1 210 ～ 272 50 ～ 80 50.8 ～ 78.9 5 14.1 磁器 9、土器 2、銭貨 10
2 本村遺跡 6‐4 60 ～ 150 25 ～ 100 24.0 磁器 2
3 本村遺跡 6‐3 10 ～ 250 20 ～ 66 5 50.0
4 本村遺跡 17‐2 25 ～ 110 10 ～ 60 5 13.0

近
世
墓
壙

　A類　平面形態は円形、直形 80 ～ 120 ㎝、深さ 10 ～ 50 ㎝。
　Ｂ類　平面形態は円形、直形 80 ～ 120 ㎝、深さ 80 ～ 150 ㎝。
　Ｃ類　平面形態は長方形、壁際にピットがある。長さ 100 ～ 200 ㎝、幅 100 ～ 120 ㎝、深さ 10 ～ 30 ㎝。
　Ｄ類　平面形態は長方形、直形 100 ～ 150 ㎝前後、幅 50 ～ 100 ㎝、深さ 10 ～ 30 ㎝。
　Ｅ類　平面形態は長方形、直形 2ｍ以上、幅 1ｍ以上、深さ 10 ～ 30 ㎝。
　Ｆ類　その他、平面形態が隋円形や不定形で、底面が平らでない土坑。

EDDCBA
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第 163 図　本村遺跡　井戸 17・18・19・20・25・27 出土遺物 　（1／ 4･1 ／ 6）
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第 177 図　本村遺跡　溝 1・2・6・7・12 出土遺物 　（1／ 1･1 ／ 4）



32

33
34

35

36

38

39

44

37

40

41

42

43

45

46

47
48

49 50 51 52

本村遺跡第４地点

本村遺跡第３地点

10 1816141286420 20cm5 987643210 10cm43210 5cm

240 第 4 章　中世～近世

第 183 図　本村遺跡　3・4地点遺構外出土遺物　（1／ 2･1 ／ 4･1 ／ 6）



122 123

125

128

129

126

130

131 132 133

136

134 135

139

137 138

140

124

127

141

本村遺跡第24地点

本村遺跡第14地点

本村遺跡第６地点

本村遺跡第５地点

本村遺跡第15地点

本村遺跡第４地点

本村遺跡第３地点

210 3cm

244 第 4 章　中世～近世

第 187 図　本村遺跡　第 3～ 6・14・15・24 地点遺構外出土銭賃 　（1／ 1）
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本村遺跡地下式壙

1 号地下式壙 159 図
1 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、体部下半縦に箆撫で。 常滑 10号土坑として

取りあげる
3 号地下式壙 2 土器・カワラケ 11.0 5.7 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 見込み中央凹む。胎

土粉質 / 外側に煤・タール付着。 在地 16世紀前半 1/2以上残存

3 銭貨 　（第 19 表参照）
4 銭貨

4 号地下式壙
5 陶器・皿 5.0 〈1.5〉 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 灰釉 瀬戸・美濃 15世紀末～16

世紀初
底部破片。内面
の釉薬に陶器片
付着

大窯1　1480～
1530　

6 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 / 錆釉 瀬戸・美濃 15世紀末～16
世紀初 口縁部破片

7 陶器・擂鉢 （28.2） 〈4.0〉 紐積ロクロ成形 / 錆釉、櫛目 9 本以上 瀬戸・美濃 16世紀末～17
世紀初 口縁部破片 大窯4後　1590

～1610

8 土器・内耳鍋 紐作り成形、外面口縁部横撫で、/ 砂粒多量含む。海
面骨針含む。 在地 16世紀 口縁部破片 河越館跡、深谷

新田ウラ等
9 土器・カワラケ 11.7 6.2 3.0 ロクロ成形、静止糸切り / 胎土粉質 / 内外面に泥付着。在地 16世紀後半 水引、10と均質

10 土器・カワラケ 11.7 6.4 2.7 ロクロ成形、静止糸切り / 胎土粉質 / 内外面一部に煤・
タール付着。 在地 16世紀後半 1/2以上残存 水引、9と均質

11 銭貨 　（第 19 表参照）
6 号地下式壙 12 陶器・花瓶 2.8 〈6.0〉 ロクロ成形 / 灰釉 1/2以下残存

13 銭貨 　（第 19 表参照）
14 銭貨

8 号地下式壙 15 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 14世紀前半 口縁部破片。 7型式
12 号地下式壙 16 土器・カワラケ 6.4 〈1.5〉 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 見込み中央凹む。/ 外

側に泥付着。 在地 16世紀前半 底部破片

17 石製品・粉挽臼・下
臼 〈11.0〉分画不明。芯棒孔有り。えぐり深さ 2.0cm。 砂岩（緻密） 1/2以下残存

13 号地下式壙 18 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 胴部破片。
19 土器・カワラケ （10.8）（5.5） 2.8 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 胎土粉質。橙色粒含む。在地 16世紀後半 1/4以下残存

15 号地下式壙 160 図
20 磁器・碗 4.8 〈1.5〉 ロクロ成形、回転削り出し高台（右）/ 青磁 底部破片

16 号地下式壙 21 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 13世紀中葉 口縁部破片。 6a型式N字口縁
17 号地下式壙 22 焼締陶器・壺 （13.5） 〈3.2〉 紐積み成形 常滑 14世紀前半 口縁部破片。 7型式

23 石製品・茶臼・下臼 6.6 8 分画、溝間隔 0.7 ㎝。受皿欠。えぐり 0.7 ㎝。 安山岩 1 / 4 残 存

18 号地下式壙 24 陶器・擂鉢 9.0 〈8.5〉 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 錆釉、櫛目 8 本 瀬戸・美濃 1/2以下残存
25 石製品・板碑 〈9.4〉 〈7.6〉 1.8 緑泥片岩

26 号地下式壙 26 陶器・瓶・梅瓶 ロクロ成形、/ 肩部三重沈線、灰釉 瀬戸・美濃 14世紀～15世
紀 肩部破片。 古瀬戸後期

27 焼締陶器・片口鉢 （12.8）〈4.5〉 紐積み成形、下半指頭圧痕、底裏砂底 / 内面磨耗 常滑 15世紀～16世
紀 底部破片。

28 土器・カワラケ ロクロ成形、/ 胎土粉質。橙色粒含む。 在地 口縁部破片。
27 号地下式壙 29 石製品・粉挽臼・上

臼 （27.2） 9.2 6 分画、溝間隔 3.7 ㎝。受皿深 2.3cm、上縁幅 3.0 ㎝、
断面方形。供給口有り。 砂岩 1/4残存

28 号地下式壙 30 土器・カワラケ・灯
明皿 6.9 5.0 2.6 ロクロ成形、回転糸切り（右）後一部箆削り / 内外面

煤付着 在地

31 土器・鉢
紐積み成形、口縁横撫で。口唇部は内外面に丸く端部
を撫で付け玉縁状になる。/ 砂粒（長石粒多い）多量
含む。内面磨耗

在地 口縁部破片 皀樹原D類

32 石製品・砥石 〈6.8〉 2.7 2.2 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以上残存
33 鉄・不明 〈7.3〉 0.7 0.7 鉄鏃？

30 号地下式壙
34 土器・鉢 （35.8） 〈8.4〉

紐積み成形、口縁横撫で。口唇部は内外面に丸く端部
を撫で付け玉縁状になる。体部外面指撫で / 砂粒（長
石粒多い）多量含む。内面磨耗。外表面剥離。

在地 15世紀後半 口縁部破片 皀樹原D類

31 号地下式壙 35 土器・鉢 （11.8）〈8.8〉 紐積み成形、体部外面指撫で / 砂粒（長石粒・片岩粒）
多量含む。内面底部磨耗。 在地 15世紀 底部破片

本村遺跡 井戸

井戸 2 161 図
1 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 / 錆釉、 瀬戸・美濃 15世紀前半 口縁部破片

2 石製品・砥石 〈11.3〉 5.2 3.7 2 面砥面 凝灰岩 上下裏面破損

3 石製品・粉挽臼・上
臼 29.2 11.8

分画は不明、溝間隔 2.3 ㎝、中央は磨耗し、周縁部の
目立てはやや放射状になる。受皿深 2.6cm、上縁幅 3.5
㎝、断面方形。供給口は円形、径 3.0cm。芯棒受はド
ーム形、径 3.3cm。挽手穴は方形だが欠ける、奥行 4.0
㎝。挽手穴、芯棒受、供給口は一直線に並ぶ。ふくみ
厚 3.0cm。

砂岩（緻密） 1/2残存
鉄錆、煤付着

井戸 3 4 土器・カワラケ （6.0） 〈1.3〉 ロクロ成形、回転糸切 在地 中世 底部破片

5 石製品・粉挽臼・下
臼 30.2 15.3 6 分画 5 本溝、溝間隔 2.3 ㎝。芯棒孔は上下から穿つ、

径 3.9cm。ふくみ厚 1.3cm。えぐりの深さ 2.5cm。 砂岩 1/2残存
鉄錆、煤付着

井戸 4 6 土器・カワラケ （6.7） 〈2.0〉 ロクロ成形、回転糸切 在地 中世 底部破片
7 焼締陶器・甕 常滑 中世 胴部破片

8 土器・焙烙 紐作り成形、口縁部横撫で / 赤色粒子、白色粘土がマ
ーブル状に混入。 在地 口縁部破片

9 石製品・砥石 〈8.9〉 2.9 2.3 表を上下方向に 2 面と裏面を砥面 凝灰岩
10 石製品・砥石 〈12.8〉 4.5 4.5 表裏側 4 面砥面 凝灰岩

11 石製品・粉挽臼・上
臼 （28.0）〈8.8〉 溝は放射状、溝間隔 1.5 ～ 2.3 ㎝。上縁欠損。供給口は

円形、径 3.8cm。ふくみ厚 2.7cm。
砂岩（小礫多
量含む）

1/2以下残存錆、
煤付着

12 石製品・粉挽臼・下
臼 （28.0）〈9.6〉 上面欠損。芯棒孔有り。えぐりの深さ 2.5.6cm。 砂岩（小礫多

量含む）
1/2残存鉄錆、煤
付着

13 石製品・板碑 〈11.6〉〈9.4〉 2.0 両側縁打ち割り、裏面平ノミ痕 緑泥片岩
井戸 5 162 図

14 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 / 錆釉 瀬戸・美濃 16世紀～17世
紀初頭 口縁部破片

15 石製品・粉挽臼・上
臼 （32.8） 11.8 溝は放射状、溝間隔 1.5 ～ 2.7 ㎝。受皿深 2.7cm、上縁

幅 3.5 ㎝、断面円形。ふくみ厚 6.5cm。
砂岩（小礫多
量含む） 1/4以下残存

16 石製品・板碑 〈27.0〉〈20.8〉 3.6 両側縁打ち割り後一部磨く / 枠線有り、銘文は判読不
明

緑泥片岩（黄
鉄鉱多い） 下部破片

17 石製品・板碑 〈18.4〉〈18.6〉 2.7 両側縁打ち割り後一部磨く 緑泥片岩 下部破片

遺構 図版
№ 種別・器種

口径・
長
( ㎝ )

底径・
幅
( ㎝ )

器高・
厚
( ㎝ )

技法 /文様 /その他 推定生産地 推定年代 残存 備考
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井戸 5 18 石製品・板碑 〈18.6〉〈8.5〉 1.6 両側縁打ち割り後一部磨く / 銘文は判読不明 緑泥片岩 下部破片
井戸 6 19 焼締陶器・甕 紐積み成形 / 押印縦格子に× 常滑 12～14世紀 胴部破片

20 焼締陶器・甕 紐積み成形 / 押印縦格子に× 常滑 12～15世紀 胴部破片
井戸 7 21 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕 常滑 15世紀後半 口縁部破片。

22 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕 常滑 15世紀後半 口縁部破片。

23 焼締陶器・片口鉢 （12.0）〈6.0〉 紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕、底裏砂底
/ 内面磨耗 常滑 15世紀～16世

紀 底部破片。

24 土器・鉢 （30.0） 〈9.8〉 紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕 / 白色小礫多量、
赤色粒子含む。内面下半磨耗 在地 14世紀後～15

世紀前 口縁部破片。

25 土器・鉢 12.4 〈3.0〉 紐積み成形、底裏に布目圧痕 / 白色小礫多量、、赤色粒
子含む。内面磨耗 在地 底部破片。

26 土器・鉢 紐積み成形、底裏に布目圧痕 / 白色小礫多量、、赤色粒
子含む。内面磨耗 在地 底部破片。

27 石製品・砥石 〈9.0〉 4.5 4.5 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩
井戸 8 28 鉄製品・釘 〈7.7〉 0.6 0.7 角釘 両端欠
井戸 10 29 土器・カワラケ （12.2） 〈2.5〉 ロクロ成形 口縁部破片。

30 土器・カワラケ ロクロ成形 口縁部破片。
31 石製品・砥石 〈10.2〉 3.9 3.0 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩

井戸 17 163 図
32 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 13世紀後半 口縁部破片。

井戸 18 33 陶器・平碗 （15.3） 〈4.2〉 ロクロ成形 / 灰釉 瀬戸・美濃 15世紀前葉 口縁部破片。
井戸 19

34 石製品・板碑 70.0 20.2 2.6

頭部二条線の切り込みの下に枠線と割付線有り、種子
「阿弥陀三尊」主尊種子「月輪キリーク（阿弥陀）蓮座」、
右脇侍種子「サ（観音）」、左脇侍種子「サク（勢至）」、
供養者名「妙泉禅尼」、紀年銘「永正八年　二月十一日」
干支「辛羊」

緑泥片岩 1511 完形

井戸 20 35 石製品・板碑 〈26.8〉〈15.0〉 2.0 両側縁打ち割り後磨き、裏面平ノミ痕 / 頭部二条線の
切り込み、主尊種子「キリーク（阿弥陀）」 緑泥片岩 上部破片。煤付

着

36 石製品・板碑 〈28.0〉 18.6 2.4
両側縁打ち割り後磨き / 種子「阿弥陀三尊」主尊種子「蓮
座」、右脇侍種子「サ（観音）」、左脇侍種子「サク（勢
至）」、供養者名「□□禅門」、紀年銘「三年」干支「壬□」

緑泥片岩（点
紋）

下部破片。煤付
着

37 石製品・板碑 〈30.0〉〈17.0〉 2.8 両側縁打ち割り後磨き、裏面平ノミ痕 / 偈「光明」か 緑泥片岩 下部破片
井戸 25 38 磁器・碗 5.5 〈1.9〉 ロクロ成形 / 青磁 龍泉 底部破片

39 陶器・鉢 紐積み成形、横撫で 常滑？ 13世紀後半 口縁部破片。
40 石製品・砥石 〈4.8〉 4 1.8 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以下残存

井戸 27 41 石製品・砥石 〈8.1〉 4.8 2.1 表を上下方向に 2 面と裏面を砥面 凝灰岩
井戸 49 164 図

42 石製品・板碑 〈8.4〉〈16.0〉 2.4 緑泥片岩 破片

43 石製品・板碑 〈9.2〉 〈7.2〉 1.4 緑泥片岩 破片
井戸 50

44 土器・焙烙 34.4 30 6.0
紐作り成形、外面口縁部横撫で、体部指頭圧痕、底裏
縮緬と板目圧痕、内耳 3 ヶ所に棒状粘土紐を貼付け、
内面横撫で

在地 16世紀～17世
紀 1/2以下残存

45 陶器・鉢 （15.0）（12.4） 5.5 ロクロ成形 / 灰釉 不明 1/2以下残存
46 瓦 平瓦
47 瓦 〈11.4〉〈6.7〉 1.7 桟瓦

井戸 51 48 石製品・板碑 〈17.8〉〈8.2〉 2.2 緑泥片岩 下部破片
井戸 53 49 焼締陶器・片口鉢 （32.5）（15.4）〈10.6〉紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕後縦に箆撫で、

底裏砂底 / 内面磨耗 常滑 15世紀後半 1/2以下残存

50 土器・須恵器甕 紐積み成形、外面叩き目 胴部破片
井戸 54 51 焼締陶器・甕 （16.0）〈5.8〉 紐積み成形、底裏砂底 常滑 底部破片

52 焼締陶器・片口鉢 （15.7）〈4.5〉 紐積み成形、縦に箆撫で / 内面磨耗 常滑 底部破片
53 石製品・砥石 〈7.5〉 4.7 4.8 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以下残存

井戸 55 165 図
54 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕後縦に箆撫で 常滑 15世紀後半 口縁部破片

55 石製品・砥石 〈9.5〉 5.5 3.1 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以下残存
56 石製品・砥石 〈7.4〉 3.5 3 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以下残存

井戸 56 57 焼締陶器・甕 （7.8） 〈3.1〉 紐積み成形、底裏砂底 常滑 底部破片
井戸 57 58 土器・鉢 紐積み成形、口縁横撫で / 赤色粒子含む。 在地 口縁部破片

59 焼締陶器・片口鉢 （11.9）〈4.8〉 紐積み成形、縦に箆撫で、底裏砂底 / 内面磨耗 常滑 底部破片
60 石製品・砥石 〈6.9〉 2.9 2.4 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以下残存

井戸 58 61 瓦質土器・鉢 （31.8） 〈9.5〉 紐作り成形、口縁部横撫で / 白色粘土がマーブル状に
混入。 在地 13世紀後半 口縁部破片

62 土器・須恵器甕・転
用砥 破片断面を砥面 胴部破片

63 焼締陶器・片口鉢・
転用砥 破片断面を砥面 常滑 底部破片

井戸 59 64 焼締陶器・甕 常滑 肩部破片
65 瓦質土器・鉢 紐積み成形、口縁横撫で 在地 13世紀後半 口縁部破片

66 瓦質土器・鉢 紐積み成形、下半指頭圧痕 / 赤色粒子含む。内面下半
磨耗、外面炭化物付着 在地 底部破片

67 瓦質土器・鉢 （13.4）〈9.0〉 紐積み成形、下半指頭圧痕、糸切痕 / 内面下半磨耗、 在地 底部破片
井戸 60 68 石製品・粉挽臼・上

臼 （25.8） 10.5 溝は放射状、溝間隔 2.5 ～ 4.5 ㎝。受皿深 3.2cm、上縁
幅 4.2 ㎝、断面方形。供給口は円形、径 3.4cm。

砂岩（小礫多
量含む）

1/2残存
煤付着

井戸 63 69 瓦質土器・鉢 紐積み成形、外面横撫で / 内面磨耗 在地 体部破片
70 瓦質土器・鉢 紐積み成形、外面横撫で / 内面磨耗 在地 体部破片

井戸 69 71 石製品・砥石 〈10.8〉 4.9 2.9 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以上残存
井戸 70

72 陶器・瓶・梅瓶 3.8 〈3.9〉 ロクロ成形、肩部内面接合部に指頭圧痕 / 肩部三重沈
線と菊印花文、灰釉 瀬戸・美濃 14世紀後葉～

15世紀初頭 口縁部破片。
古瀬戸後期Ⅰ，
Ⅱ14世紀第Ⅳ
～15世紀初頭

73 土器・内耳鍋 紐作り成形、外面口縁部横撫で、内耳は棒状粘土紐を
貼付け、内面横撫で / 砂粒・輝石を多量含む。ザラつく。在地 口縁部破片 体部厚い。胎土

は北関東にあり
74 石製品・砥石 〈9.1〉 3.0 2.3 表裏側 4 面砥面。中央括れる。 凝灰岩 1/2以上残存

井戸 76 166 図
75 陶器・碗・天目茶碗 （3.5） 〈2.8〉 ロクロ成形 / 鉄釉 瀬戸・美濃 16世紀中葉 底部破片 大窯2～3 1530

～1590

76 土器・カワラケ 6.0 2.3 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 赤色粒子少量含む。
口縁部外反、見込みは薄く渦巻状指撫で 在地 16世紀 1/2以下残存

遺構 図版
№ 種別・器種

口径・
長
( ㎝ )

底径・
幅
( ㎝ )

器高・
厚
( ㎝ )

技法 /文様 /その他 推定生産地 推定年代 残存 備考
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土坑 424 94 銭貨 　（第 19 表参照）
95 銭貨
96 銭貨
97 銭貨
98 銭貨

土坑 425 99 陶器・皿・輪禿皿 12.6 6.2 2.6 ロクロ成形、削り出し高台 / 灰釉、高台露胎 瀬戸・美濃 1675～1700年
代　 完形 本業焼き4期、

輪剥皿第2型式

100 陶器・皿・輪禿皿 12.3 6.4 2.3 ロクロ成形、削り出し高台 / 灰釉、高台露胎 瀬戸・美濃 1675～1700年
代　 完形 本業焼き4期、

輪剥皿第2型式
101 銭貨 　（第 19 表参照）
102 銭貨
103 銭貨
104 銭貨
105 銭貨
106 銭貨

土坑 426 176 図
107

陶器・皿・蛇の目輪
剥皿 12.8 4.4 3.4 ロクロ成形、削り出し高台、蛇の目輪剥ぎ、砂目重ね

焼き / 内面銅緑釉、外面透明釉、高台露胎 肥前 1650～1690年
代 完形 Ⅲ期

108 陶器・皿・蛇の目輪
剥皿 13.6 5.0 3.5 ロクロ成形、削り出し高台、蛇の目輪剥ぎ、砂目重ね

焼き / 内面銅緑釉、外面透明釉、高台露胎 肥前 1650～1690年
代 完形 Ⅲ期

109 銭貨 　（第 19 表参照）
110 銭貨
111 銭貨
112 銭貨
113 銭貨
114 銭貨
115 銭貨
116 銭貨
117 銭貨
118 銭貨
119 銭貨
120 銭貨
121 銭貨
122 銭貨

土坑 427 123 銭貨
124 銭貨
125 銭貨
126 銭貨
127 銭貨
128 銭貨

本村遺跡溝

溝 1 177 図
1 磁器・碗・筒茶碗 （6.6） （5.5） 4.8 ロクロ成形 / 染付。口縁内面 3 重圏線 肥前 1760～1810年 口縁部破片

豊島区、肥前筒
碗c  1760～18
10年

2 磁器・碗・丸碗 （10.6） 〈4.8〉 ロクロ成形 / 印判染付。桔梗文 肥前 1690～1770年 口縁部破片
豊島区、肥前丸
碗bc  1690 ～
1730,1730～17
70年

3 磁器・碗・丸碗 （11.8） 〈3.9〉 ロクロ成形 / 染付。花文。口縁内面 2 重圏線 肥前 1780～1860年 口縁部破片
豊島区、肥前丸
碗　1680～1860
年　二重圏線は
18世紀後半から

4 磁器・碗・厚手碗 （3.6） 〈2.5〉 ロクロ成形 / 染付。底裏銘渦福 肥前 1710～1800年 底部破片
豊島区、肥前厚
手碗c　1710～
1800年　

5 磁器・碗・丸碗 （4.0） 〈4.0〉 ロクロ成形 / 染付。底裏銘。 肥前 1740～1860年 底部破片
豊島区、肥前丸
碗　1740～1860
年

6 磁器・碗・丸碗 （5.4） 〈2.7〉 ロクロ成形 / 染付。高台内圏線。 肥前 1680～1860年 底部破片
豊島区、肥前広
東碗蓋　1780～
1830年

7 磁器・蓋・広東碗蓋 （4.8） （9.0） ロクロ成形 / 染付。 肥前 1780～1830年 1/4以下残存
豊島区、肥前丸
碗　1680～1860
年　二重圏線は
18世紀後半から

8 磁器・皿・輪禿皿 4.4 〈1.9〉 ロクロ成形 / 染付。高台無釉 肥前 1650～1700年
代 底部破片

豊島区、肥前染
付輪禿皿　1650
～1700年代

9 陶器・丸碗 ロクロ成形 / 鉄釉 瀬戸・美濃 19世紀 口縁部破片 本業焼瀬戸紀要
Ⅵ

10 土器・灯明台付受皿 7.9 〈4.0〉 ロクロ成形 / 透明釉 在地 18世紀後葉 江戸シンポⅦ期
1780～1802

11 土器・灯明受皿 （8.8） 〈2.0〉 ロクロ成形 / 透明釉 在地 18世紀後葉 江戸シンポⅦ期
1780～1802

12 銭貨 　（第 19 表参照）
13 銭貨
14 銭貨
15 銭貨
16 銭貨
17 銭貨
18 銭貨
19 銭貨
20 銭貨
21 銭貨

遺構 図版
№ 種別・器種

口径・
長
( ㎝ )

底径・
幅
( ㎝ )

器高・
厚
( ㎝ )

技法 /文様 /その他 推定生産地 推定年代 残存 備考
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本村遺跡遺構外

本村 2 182 図
1 陶器・皿・縁釉皿 （11.2） 〈2.0〉 ロクロ成形 / 灰釉 瀬戸・美濃 15世紀中葉～

16世紀前葉　 口縁部破片
古瀬戸後期～大
窯Ⅰ　1440 ～
1530　

2 土器・カワラケ 5.2 〈1.0〉 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 赤色粒少量、白色粒
子多量。 在地 底部破片

3 土器・カワラケ 4.9 〈1.3〉 ロクロ成形 / 見込み外周及び中央やや凹む。赤色粒少
量、胎土粉質 在地 底部破片

4 土器・鉢か壺 紐積み成形、下半指頭圧痕 / 白色砂粒多量 在地 底部破片

5 磁器・碗・丸碗 （4.5） 〈2.2〉 ロクロ成形 / 染付。底裏銘渦福 肥前 1750～1810年
代 底部破片 波佐見Ⅴ－2，3

6 陶器・香炉 （10.4） 〈2.2〉 ロクロ成形 / 鉄釉 瀬戸・美濃 18世紀 口縁部破片
7 土器・植木鉢 ロクロ成形 在地 口縁部破片
8 陶器・鉢 （9.5） 〈2.0〉 ロクロ成形 / 灰釉 近代 底部破片

9 陶器・半胴 ロクロ成形 / 鉄釉 瀬戸・美濃 1800～1850年
代 口縁部破片

瀬戸紀要Ⅵ1987
勇衛文窯、本業
焼 9,10 期

10 土製品・芥子面・お
多福 2.7 2.0 0.6 型抜き 在地 19世紀後半 完形

本村 3 11 陶器・皿・縁釉皿 （9.8） （5.4） 2.0 ロクロ成形、回転糸切り / 鉄釉 瀬戸・美濃 1460～1480年
代　 底部破片 古瀬戸後期Ⅳ新

　1460 ～ 1480

12 陶器・皿・縁釉皿 4.6 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 灰釉 瀬戸・美濃 15世紀中葉～
16世紀前葉　 底部破片

古瀬戸後期～大
窯Ⅰ　1440 ～
1530　

13 土器・擂鉢 紐積ロクロ成形、口縁部横撫で、体部指頭圧痕 / 細砂
粒（角閃石、白色粒等）多量。 在地 15世紀後半 口縁部破片 中世窯業の諸相

、関東　東総
14 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、口縁横撫で 常滑 13世紀 口縁部破片 5 型式 ?
15 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、口縁横撫で 口縁部破片

16 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 / 錆釉 瀬戸・美濃 1530～1560 口縁部破片 大窯 2 前 1530
～ 1560

17 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 / 錆釉 瀬戸・美濃 1480～1530 口縁部破片 大窯 1 前 1530
～ 1560

18 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 / 錆釉 瀬戸・美濃 口縁部破片
19 陶器・擂鉢 （9.9） 〈6.0〉 紐積ロクロ成形 / 錆釉、櫛目 13 本 瀬戸・美濃 底部破片
20 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 1190～1220 口縁部破片 4 期
21 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 1250～1300 口縁部破片 6 期
22 焼締陶器・甕 （16.5） 〈5.0〉 紐積み成形 常滑 1400～1450 口縁部破片 9 期
23 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 1500～1550 口縁部破片 11 期
24 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 底部破片
25 焼締陶器・甕 紐積み成形 常滑 底部破片
26 焼締陶器・壺 紐積み成形 常滑 体部破片

27 焼締陶器・甕・転用
砥 紐積み成形 / 表裏 3 側面を砥面とする・ 常滑 体部破片

28 土器・カワラケ （11.5） 〈2.8〉 ロクロ成形 / 赤色粒多量、胎土粉質 在地 口縁部破片

29 土器・鉢 紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕 / 白色小礫多
量 在地 14世紀後～15

世紀前 口縁部破片。 灰色

30 土器・鉢 紐積み成形、口縁横撫で、下半指頭圧痕 / 白色小礫多
量 在地 14世紀後～15

世紀前 口縁部破片。 橙色

31 土器・鉢 紐積み成形 / 白色小礫多量 在地 底部破片。 浅黄色
183 図
32 陶器・皿・反皿 （12.5）（7.7） 3.0 ロクロ成形、削り出し高台 / 灰釉、底部にトチン跡 瀬戸・美濃 17世紀中葉 1/2以下残存 本業焼き 2　穴

田第 2 窯紀要Ⅶ

33 陶器・皿・丸皿 （13.4）（8.0） 3.1 ロクロ成形、付け高台 / 灰釉 瀬戸・美濃 17世紀後半～
18世紀前半 底部破片。

34 陶器・皿・菊皿 （7.2） 〈2.0〉 ロクロ成形、付け高台 / 灰釉 瀬戸・美濃 18世紀前半 底 部 破 片。 被
熱。

かみた窯採集品
紀要Ⅷ P94 № 1
78 かみた 3 期

35 泥面子 2.8 2.0 1.3
36 石製品・砥石 〈7.0〉 2.2 1.1 表面砥面。裏、2 側面に櫛歯タガネ痕 凝灰岩
37 石製品・砥石 〈7.7〉 4.7 3.2 表 2 側面砥面。 凝灰岩 緑色
38 石製品・砥石 〈11.0〉 4.8 3.5 表 1 側面砥面。 凝灰岩
39 石垂 4.5 4.7 0.3

40 石製品・粉挽臼・上
臼 （29.0） 8.1 6 分画 8 本溝、溝間隔 1.4 ～ 2.0 ㎝、古い溝が残った状

態で目立てされる。上縁欠。ふくみ厚 3.5cm。 砂岩（緻密） 1/2以下残存
被熱、煤付着

41 石製品・粉挽臼・上
臼 〈8.2〉

分画不明、溝間隔 1.7 ～ 2.3 ㎝、目立ては粗く、やや放
射状になる。受皿深 1.5cm、上縁幅 2.5 ㎝、断面丸い。
供給口有り。

砂岩 1/4以下残存
被熱

42 石製品・粉挽臼・上
臼 〈11.0〉分画不明、溝間隔 1.5 ～ 3.5 ㎝、放射状。上縁欠。 砂岩 1/4以下残存

43 石製品・粉挽臼・上
臼 10.6 8 分画？、溝間隔 1.0 ～ 1.3 ㎝。上縁欠。モノクバリ溝

幅 3.5 ㎝。
砂岩（小礫多
量含む） 1/4以下残存

44 石製品・粉挽臼・上
臼 （33.4）〈9.8〉 分画不明、溝間隔 2.0 ㎝、放射状。受皿深 2.5cm。供給

口径 3.2 ㎝。 砂岩（緻密） 1/4以下残
被熱、煤付着

45 石製品・粉挽臼・上
臼 7.8 磨耗し溝は無し。芯棒受はドーム形、径 2.7cm。 閃緑花崗岩 1/4以下残存

46 石製品・板碑 〈15.0〉〈12.2〉 2.3
側縁打ち割り後磨き、裏面平ノミ痕 / 種子「阿弥陀三尊」
主尊種子「キリーク（阿弥陀）蓮座」、左脇侍種子「サ
ク（勢至）」下部に銘文有り

緑泥片岩 破片

47 石製品・板碑 〈7.0〉 〈7.4〉 2.2 蓮座 緑泥片岩 破片
48 石製品・板碑 〈4.6〉 〈8.2〉 1.8 側縁打ち割り / 真言「オン」 緑泥片岩 破片

本村 4 49 磁器・碗・丸碗 （7.6） 〈3.0〉 ロクロ成形 / 染付け 肥前 1700～1780年
代 底部破片

50 陶器・皿・反皿 （12.2）（8.6） 3.1 ロクロ成形 / 灰釉 瀬戸・美濃 17世紀中葉 底部破片 本業焼き 2　穴
田第 2 窯紀要Ⅶ

51 鉄製品・釘 〈2.7〉 切釘
52 鉄製品・釘 〈2.0〉 角釘 端部欠

本村 5 184 図
53 陶器・皿・鉄絵皿 7.5 〈1.3〉 表裏側 4 面砥面。鰹節状に端部が磨り減る。 瀬戸・美濃 17世紀後半 底部破片 本業焼き 3,4

54 陶器・皿・鉄絵皿 6.1 〈1.3〉 ロクロ成形、削り出し高台 / 長石釉、鉄絵、底部にト
チン跡 瀬戸・美濃 17世紀後半 底部破片 本業焼き 3,4

遺構 図版
№ 種別・器種
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長
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幅
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器高・
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( ㎝ )

技法 /文様 /その他 推定生産地 推定年代 残存 備考
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本村 28 112 土器・カワラケ 4.1 〈0.8〉 ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 赤色粒多量、胎土粉
質 在地 底部破片

113 磁器・ミニチュア鍋 3.0 2.2 1.5 型抜き / 灰釉 19世紀～ 完形
114 陶片・おはじき 1.6 1.6 0.5 陶片を打ち欠き円形に成形
115 土製品・模造貨 1.0 1.5 0.3 「文政南寥鐐二朱判銀」
116 石製品・砥石 〈4.8〉 〈1.8〉 2.0 表裏側 3 面砥面。 凝灰岩
117 石製品・砥石 〈7.5〉 4.3 2.4 表裏側 4 面砥面。鰹節状に端部が磨り減る。 凝灰岩
118 石製品・砥石 〈9.7〉 3.4 3.3 表裏側 3 面砥面。 凝灰岩

本村 31 119 焼締陶器・片口鉢 （12.2）〈7.1〉 紐積み成形、指頭圧痕 / 内面磨耗 常滑 底部破片
120 石製品・砥石 〈6.7〉 3.2 2.1 表裏側 4 面砥面。 凝灰岩
121 石製品・砥石 〈6.1〉 3.5 2.8 表裏側 4 面砥面。 凝灰岩

本村 3 187 図
122 銭貨 　（第 19 表参照） 1098 元符通宝

123 銭貨 1017 天禧通宝
124 銭貨 1098 元符通宝
125 銭貨 1368 洪武通宝
126 銭貨 1668 寛永通宝
127 銭貨 2/3欠
128 銭貨 1107 小銭 大観通宝

本村 4 129 銭貨 1668 寛永通宝
130 銭貨 1668 寛永通宝
131 銭貨 1714 寛永通宝
132 銭貨 1714 寛永通宝

本村 5 133 銭貨 1107 大観通宝
本村 6 134 銭貨 1408 永楽通宝

135 銭貨 1769 寛永通宝
本村 14 136 銭貨 1697 寛永通宝

137 銭貨 1714 寛永通宝
本村 15 138 銭貨 1768 寛永通宝
本村 24 139 銭貨 1228 紹定通宝

140 銭貨 1017 天禧通宝
141 銭貨 1017 天禧通宝

188 図
142 銭貨 621 開元通宝

143 銭貨 621 開元通宝
144 銭貨 621 開元通宝
145 銭貨 976 太平通宝
146 銭貨 1009 祥符通宝
147 銭貨 1009 祥符元宝
148 銭貨 1009 祥符元宝
149 銭貨 998 咸平元宝
150 銭貨 1078 元豊通宝
151 銭貨 1078 元豊通宝
152 銭貨 1094 紹聖元宝
153 銭貨 1098 元符通宝
154 銭貨 1086 元祐通宝
155 銭貨 1111 政和通宝
156 銭貨 1111 政和通宝
157 銭貨 1119 宣和通宝
158 銭貨 1408 永楽通宝

本村遺跡 3 地点南側（新井氏）

189 図
1 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、付け高台 / 内面磨耗 常滑 12世紀後半～

12世紀前半 底部破片

2 焼締陶器・片口鉢 紐積み成形、外面縦箆撫で、底裏砂底 / 内面磨耗 常滑 13世紀後半 底部破片
3 陶器・擂鉢 紐積ロクロ成形 / 錆釉 瀬戸・美濃 口縁部破片
4 陶器・擂鉢 （9.4） 〈3.2〉 紐積ロクロ成形 / 錆釉、櫛目 17 本 瀬戸・美濃 底部破片
5 陶器・擂鉢 （9.3） 〈4.3〉 紐積ロクロ成形 / 錆釉、櫛目 13 本 瀬戸・美濃 底部破片

6 焼締陶器・甕 紐積み成形、口縁部横撫で 常滑 1175～1190 底部破片 常滑第 3 形式か
渥美

7 焼締陶器・甕 紐積み成形、胴部叩き目

8 焼締陶器・甕 紐積み成形、胴部内面指頭圧痕 / 内面凹部に黒漆が残
る 常滑 胴部破片

9 瓦質土器・鉢 （25.9） 〈6.9〉 紐作り成形、口縁部横撫で / 砂礫粒（長石粒主）多量
含む。白色粘土がマーブル状に混入。 在地 13世紀後半 口縁部破片

10 瓦質土器・鉢 （31.8） 〈9.5〉 紐作り成形、口縁部横撫で / 砂礫粒（長石粒主）多量
含む。 在地 14世紀 口縁部破片

11 瓦質土器・鉢 紐作り成形、口縁部横撫で / 砂礫粒（長石粒主）多量
含む。 在地 14世紀 口縁部破片

12 土器・焙烙 紐作り成形、口縁部横撫で / 細砂粒多量。 在地 16世紀 口縁部破片
13 土器・カワラケ ロクロ成形、回転糸切り（右）/ 在地 底部破片
14 磁器・飯茶碗 （11.7） 〈3.4〉 ロクロ成形 / 銅版絵付け 瀬戸・美濃 1890年代 口縁部破片
15 磁器・碗・厚手碗 3.8 〈2.1〉 ロクロ成形 / 染付。底裏銘有り 肥前 1780～1810年 底部破片 Ⅴ－ 2

16 磁器・碗・厚手碗 （4.6） 〈2.5〉 ロクロ成形 / 染付。底裏銘角枠渦福、二重網目文、見
込みに花文 肥前 1730～1770年 底部破片

器厚としては波
佐見Ⅴ－ 4 の 1
820 ～ 1860、文
様は有田のⅣ期
の 1700 ～ 1780
にある。

遺構 図版
№ 種別・器種

口径・
長
( ㎝ )

底径・
幅
( ㎝ )

器高・
厚
( ㎝ )
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No 地点 遺構 銭種 径
（mm）

重さ
（g） 図版番号

1 3 Ａ区ピット１ 祥符通寳 24.0 2.34 187 図 122
2 3 Ａ区ピット２ 天禧通寶 24.5 2.99 187 図 123
3 3 Ａ区包含層 大観通寶 14.0 0.76 187 図 128
4 3 Ｂ区溝北ﾋﾟｯﾄ１ 祥符通寳 23.5 2.31
5 3 Ｂ区溝北ﾋﾟｯﾄ２ 元符通寶 23.5 2.41 187 図 124
6 3 Ｃ区段切り 洪武通寶 22.5 2.34 187 図 125
7 3 Ｅ区溝４ 不明元寳 （24.0） 75% 欠 187 図 127
8 3 Ｅ区包含層１ 寛永通寶 25.0 2.69 187 図 126
9 4 寛永通寶 22.0 187 図 131
10 3 表採 大正 14 年 19.0
11 4 溝１・（第六天－１） 咸平元寳 23.0 1.78 177 図 12
12 4 溝１・（第六天－２） 元豊通寶 （24.0） 45% 欠 177 図 13
13 4 溝１・（第六天－３） 寛永通寶 22.8 2.55 177 図 14
14 4 溝１・（第六天－４） 寛永通寶 22.0 2.41 177 図 15
15 4 溝１・（第六天－５） 寛永通寶 22.0 2.55 177 図 16
16 4 溝１・（第六天－６） 寛永通寶 23.0 2.19 177 図 17
17 4 溝１・（第六天－７） 寛永通寶 23.2 2.52 177 図 18
18 4 溝１・（第六天－８） 寛永通寶 23.0 2.14 177 図 19
19 4 溝１・（第六天－９） 寛永通寶 22.8 2.56 177 図 20
20 4 溝１・（第六天－９） 寛永通寶 22.6 2.08 177 図 21
21 4 Ａ区包含層 紹熈通寶 23.8 2.35
22 4 Ｂ区包含層 寛永通寶 24.8 2.62 187 図 130
23 4 Ｈ－１ 寛永通寶 24.0 2.35 187 図 132
24 4 Ｈ－２ 寛永通寶 24.8 3.43 187 図 129
25 5 Ｐ６ 大観通寶 24.0 3.20 187 図 133
26 5 Ｐ 78 永楽通寶 24.0 1.66 180 図 23
27 6 Ｃ区溝 10 Ａ 永楽通寶 24.8 2.68 187 図 134
28 6 Ｃ区Ｈ 寛永通寶 27.2 3.47 187 図 135
29 8 21 号井戸 皇宋通寶 22.8 2.82
30 8 Ｃ区Ｇ４-36 元祐通寶 22.5
31 8 ３号溝Ｇ 4-36 宣和通寶 （24.0） 65% 欠
32 8 ７号溝 洪武通寶 23.0 1.71
33 8 ３号溝 寛永通寶 23.0 2.61
34 14 Ｂ区 18 号土坑 開元通寶 24.5 2.12
35 14 骨片プラン 元豊通寶 25.5 2.29 181 図 1
36 14 Ａ区プラン１ 不明 （24.5） 55% 181 図 2
37 14 Ａ区プラン２ 不明 25%
38 14 Ａ区プラン２ 不明 25.5 2.98
39 14 Ａ区耕作土 寛永通寶 22.5 2.34 187 図 137
40 14 Ｂ区包含層 寛永通寶 23.5 2.48 187 図 136
41 15 Ｃ区北側 寛永通寶 27.5 4.05 187 図 138
42 19 ４号地下式壙 政和通寶 24.0 2.12 159 図 11
43 19 ７号土坑８ 不明 23.0 1.89
44 19 ６号地下式壙 永楽通寶 24.8 （1.63） 159 図 13
45 19 ６号地下式壙 紹熈通寶 24.6 1.81 159 図 14
46 19 ３号地下式壙 元豊通寶 24.0 2.02 159 図 4
47 19 ３号地下式壙 洪武通寶 23.5 2.83 159 図 3
48 24 Ｐ 73･22 号掘立 永楽通寶 24.4 2.26
49 24 土坑 353 －Ａ 開元通寶 23.8 3.11 174 図 67
50 24 土坑 353 －Ａ 開元通寶 24.0 2.40 174 図 68
51 24 土坑 353 －Ａ 開元通寳 22.8 1.85 174 図 69
52 24 土坑 353 －Ａ 無文 23.8 1.67 174 図 70
53 24 土坑 353 －Ａ 無文 23.8 2.51 174 図 71
54 24 土坑 353 －Ｂ 開元通寶 23.8 2.61 174 図 72
55 24 土坑 353 －Ｂ 祥符通寳 24.2 3.34 174 図 73
56 24 土坑 353 －Ｂ 祥符元寳 24.2 3.24 174 図 74
57 24 土坑 353 －Ｂ 洪武通寶 22.8 3.30 174 図 75
58 24 土坑 353 －Ｂ 洪武通寶 22.2 2.42 174 図 76
59 24 土坑 353 －Ｂ 世高通寶 23.2 2.64 174 図 77
60 24 土坑 353 －Ｃ 祥符元寳 24.0 2.34 174 図 78
61 24 土坑 353 －Ｃ 天禧通寶 24.0 2.62 174 図 79
62 24 土坑 353 －Ｃ 天禧元寳 24.0 2.22 174 図 80
63 24 土坑 353 －Ｃ 紹聖通寳 24.0 3.14 174 図 81

No 地点 遺構 銭種 径
（mm）

重さ
（g） 図版番号

64 24 土坑 353 －Ｃ 洪武通寶 23.1 3.44 174 図 82
65 24 土坑 353 －Ｄ 鉄銭 （28.0） 2.32 174 図 83
66 24 212 永楽通寶 25.1 2.67
67 24 214 天禧通寶 （24.2） 45% 欠
68 24 溝 31 洪武通寶 23.0 （1.68） 178 図 47
69 24 90 － 424 祥符元寶 （22.0）（1.68）
70 24 90 － 42 Ｇ 紹定通寶 （22.0）（2.28） 187 図 139
71 24 91 － 42 －１ 天禧通寳 24.0 2.21 187 図 140
72 24 91 － 42 －２ 不明 （23.2） 破片 187 図 141
73 24 包含層中－１ 開元通寶 24.2 3.53 188 図 142
74 24 包含層中－２ 開元通寶 23.8 2.67 188 図 143
75 24 包含層中－３ 開元通寶 23.9 2.54 188 図 144
76 24 包含層中－４ 太平通寶 23.2 2.65 188 図 145
77 24 包含層中－５ 天聖通寶 24.0 3.99 188 図 146
78 24 包含層中－６ 天禧元寳 23.0 2.69 188 図 147
79 24 包含層中－７ 皇宋通寶 23.2 3.82 188 図 148
80 24 包含層中－８ 治平元寳 23.2 3.62 188 図 149
81 24 包含層中－９ 元豊通寶 23.5 3.66 188 図 150
82 24 包含層中－ 10 元祐通寶 23.8 3.24 188 図 151
83 24 包含層中－ 11 元豊通寶 23.8 3.34 188 図 152
84 24 包含層中－ 12 元符通寶 23.0 3.22 188 図 153
85 24 包含層中－ 13 政和通寶 23.6 3.63 188 図 155
86 24 包含層中－ 14 政和通寶 23.2 2.61 188 図 156
87 24 包含層中－ 15 宣和通寶 23.8 2.66 188 図 157
88 24 包含層中－ 16 永楽通寶 24.0 3.74 188 図 158
89 24 土坑 50 元豊通寶 80% 欠
90 24 溝Ａ表土 寛永通寶 22.8 2.91
91 28 424 号土坑－１ 寛永通寶 25.2 3.34 175 図 93
92 28 424 号土坑－２ 寛永通寶 24.4 2.81 175 図 94
93 28 424 号土坑－３ 寛永通寶 25.0 3.77 175 図 95
94 28 424 号土坑－４ 寛永通寶 23.8 3.00 175 図 96
95 28 424 号土坑－５ 寛永通寶 24.0 2.52 175 図 97
96 28 424 号土坑－６ 寛永通寶 25.2 3.44 175 図 98
97 28 425 号土坑－１ 寛永通寶 24.5 3.72 175 図 101
98 28 425 号土坑－２ 寛永通寶 24.5 3.01 175 図 102
99 28 425 号土坑－３ 寛永通寶 25.1 3.43 175 図 103
100 28 425 号土坑－４ 寛永通寶 25.1 3.74 175 図 104
101 28 425 号土坑－５ 寛永通寶 25.2 3.81 175 図 105
102 28 425 号土坑－６ 寛永通寶 24.9 4.35 175 図 106
103 28 426 号土坑－１ 寛永通寶 25.2 3.44 176 図 109
104 28 426 号土坑－２ 寛永通寶 25.1 4.20 176 図 110
105 28 426 号土坑－３ 寛永通寶 24.2 2.52 176 図 111
106 28 426 号土坑－４ 寛永通寶 24.2 3.81 176 図 112
107 28 426 号土坑－５ 寛永通寶 24.2 2.98 176 図 113
108 28 426 号土坑－６ 寛永通寶 24.5 3.81 176 図 114
109 28 426 号土坑－７ 寛永通寶 24.5 4.29 176 図 115
110 28 426 号土坑－８ 寛永通寶 24.8 3.78 176 図 116
111 28 426 号土坑－９ 寛永通寶 25.1 3.80 176 図 117
112 28 426 号土坑－ 10 寛永通寶 25.2 3.39 176 図 118
113 28 426 号土坑－ 11 寛永通寶 25.2 3.46 176 図 119
114 28 426 号土坑－ 12 寛永通寶 25.2 3.84 176 図 120
115 28 426 号土坑－ 13 寛永通寶 25.8 4.85 176 図 121
116 28 426 号土坑－ 14 寛永通寶 25.2 3.31 176 図 122
117 28 427 号土坑－１ 寛永通寶 23.2 2.57 176 図 124
118 28 427 号土坑－２ 寛永通寶 24.5 4.24 176 図 123
119 28 427 号土坑－３ 寛永通寶 24.3 3.87 176 図 125
120 28 427 号土坑－４ 寛永通寶 24.0 3.26 176 図 126
121 28 427 号土坑－５ 寛永通寶 25.0 176 図 127
122 28 427 号土坑－６ 寛永通寶 25.0 176 図 128
123 28 422 号土坑－１ 念仏銭 24.5 4.52 175 図 89
124 28 422 号土坑－２ 念仏銭 24.6 4.43 175 図 90
125 28 Ａ区焼土範囲内 永楽通寶 25.1 2.66 181 図 2

第 19表　本村遺跡　遺構別出土銭一覧表
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第 32表　本村遺跡・大井氏館跡遺跡出土銭一覧表（渡来銭と模鋳銭）

（大井は大井氏館跡遺跡）

No 地点 遺構 銭種 Ａ Ｂ c1 d1 c2 d2 厚さ
（mm）

重量
（ｇ） 裏面 初鋳年 備考 図版番号

1 本村 24 包含層１ 開元通寶 24.2 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 3.63 621 大字　１型チビ 262 図－ 1
2 本村 24 包含層２ 開元通寶 23.8 6.5 2.0 2.0 1.0 1.0 0.9 2.67 廓抜 ･ 型ズレ 621 短頭元　外縁欠有 262 図－ 2
3 本村 24 包含層３ 開元通寶 23.9 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 0.9 2.54 廓抜 ･ 型ズレ 621 短頭元　型チビ緑青多　模鋳 262 図－ 3
4 大井６ ２号地下式壙 開元通寶 21.6 6.0 0.6 1.0 0.6 1.34 廓抜 960 外区欠く　型崩れ大　薄い　鋳浚　鋳写　銭模鋳 262 図－ 8
5 本村 14 土坑 176 開元通寶 24.5 6.0 1.5 2.0 0.8 1.0 0.8 2.12 廓抜 621 ３片　15％欠　もろい青灰白色　鋳写銭　模鋳 262 図－ 4
6 本村 24 土坑 353 －Ａ 開元通寶 23.8 6.0 2.0 2.0 1.0 0.8 0.8 3.11 廓抜 621 型チビ大　模鋳 262 図－ 6
7 本村 24 土坑 353 －Ｂ 開元通寶 24.0 6.0 2.0 2.0 0.8 0.6 1.95 廓抜 ･ 段抜 621 型チビ　緑青多　模鋳 262 図－ 7
8 本村 24 開元通寶 22.8 6.0 1 ～ 2 2.0 0.6 0.8 1.71 縁抜 621 ４片　型崩れ　青灰白色　鋳写銭　模鋳
9 本村 24 土坑 353 －Ａ 開元通寶 23.8 6.5 2.0 2.0 0.8 1.0 1.0 2.67 廓抜 621 裏外区区分ナシ　寳下星　緑青多　鋳写銭　模鋳 262 図－ 5
10 本村 24 包含層４ 太平通寶 23.2 5.5 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.65 976 真書　緑青多　渡来 262 図－ 9
11 大井３ ６号地下式壙 148 － 6 至道元寳 22.0 6.0 2.0 0.6 1.0 1.0 2.25 廓・縁抜 995 行書　裏外縁とぶ　鋳放し　アバタ　模鋳 262 図－ 10
12 本村４ 第六天－１ 咸平元寳 23.0 6.4 2.0 1.5 0.6 1.0 0.8 1.78 廓・縁抜 998 型崩れ　孔ゆがみ　縁欠け　鋳写銭　模鋳 262 図－ 11
13 本村 24 土坑 353 －Ｂ 祥符通寳 24.2 5.8 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 3.44 1009 真書　渡来 262 図－ 12
14 本村３ Ａ区ピット１ 祥符通寳 24.0 6.5 2.0 3.0 1.0 1.0 0.9 2.34 縁抜 1009 真書　型チビ大　青灰白色　模鋳 262 図－ 14
15 本村３ Ｂ区溝北ﾋﾟｯﾄ１ 祥符通寳 23.5 6.0 2.0 1 ～ 2 0.8 2.0 1.0 2.31 1009 真書　型チビ　潤縁 262 図－ 13
16 本村 24 土坑 353－Ｃ 祥符元寳 24.2 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 3.44 廓抜 1009 文字チビ　マネ字　縁一部欠け　鋳写銭　模鋳 262 図－ 16
17 本村 24 90 － 424 祥符元寳 （22.0） 6.0 1.0 1.0 0.8 （1.68） 1009 真書　文字孔に付く　青灰白色　鋳写銭　模鋳
18 本村 24 土坑 353 －Ｂ 祥符元寳 24.0 5.5 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.34 段不鮮明 1009 真書　型チビ　模鋳 262 図－ 15
19 本村３ Ａ区ピット２ 天禧通寶 24.5 6.5 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.99 1017 真書　背チビ　縁損傷　鋳浚　鋳写銭　模鋳 262 図－ 17
20 本村 24 土坑 353 －Ｃ 天禧通寶 24.0 6.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.62 廓・縁抜 1017 45％欠　もろく破損　緑青多　青灰白色　模鋳 262 図－ 18
21 本村 24 包含層６ 天禧通寶 23.0 6.5 2.0 1.5 1.0 1.0 2.69 縁抜 1017 真書　型チビ大　青灰色　模鋳 263 図－ 24
22 本村 24 214 天禧通寶 24.2 5.5 2.0 1.0 1.0 1.0 45% 欠 廓・縁抜 1017 もろい２片　緑青多　粗悪　模鋳 263 図－ 20
23 本村 24 91 － 42 －１ 天禧通寶 24.0 6.0 2.0 0.8 0.8 欠損 縁不整 1017 真書　４片　型崩れ　鋳写銭　模鋳 263 図－ 19
24 本村 24 土坑 353 －Ｃ 天禧元寶 24.0 6.5 2.0 1.5 0.8 1.0 廓抜 ･ 型ズレ 1017 真書　カエ字　通→元　マネ字　加刀　日本鋳 263 図－ 21
25 大井３ ６号地下式壙 148 － 2 天聖通寶 25.1 6.0 2.0 1.0 2.0 0.8 1.0 3.21 廓抜 ･ 付着有 1023 篆書　型ズレ　鋳写銭　模鋳 263 図－ 22
26 本村 24 包含層５ 天聖通寶 24.0 7.0 2.0 2.0 0.6 1.5 1.0 2.99 1023 篆書　２段外縁　模鋳 263 図－ 23
27 大井５ ６号堀Ｐ 71 天聖元寳 24.2 7.0 2.0 2.4 0.8 1 ～ 2 縁抜 ･ アバタ 1023 真書　縁一部欠け　粗悪　模鋳 263 図－ 25
28 大井３ ６号地下式壙 148 － 5 景祐元寳 25.2 5.9 2.2 0.7 0.8 1.0 1.0 3.64 廓・縁抜 1034 篆書　型ツブレ　覆輪銭　模鋳 263 図－ 26
29 本村８ 41 号井戸 皇宋通寶 22.8 6.8 1.8 2.0 0.8 0.8 1.0 3.82 1038 真書　小孔有　鋳写銭　模鋳 263 図－ 27
30 本村 24 包含層７ 皇宋通寶 23.2 6.5 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 3.82 廓抜 ･ 型ズレ 1038 篆書　型ツブレ　銅良質　？ 263 図－ 28
31 本村 24 包含層８ 治平元寳 23.2 6.5 2.0 3.5 0.6 1.5 1.0 3.62 1064 真書　孔有　緑青若干　渡来 263 図－ 29
32 大井５ １号溝１ 熈寧元寳 23.6 7.0 2.0 2.0 0.8 1 ～ 2 0.9 2.47 縁段小 1068 篆書　（大里型）　緑青多　渡来？ 263 図－ 30
33 大井５ １号溝２ 熈寧元寳 23.1 6.8 2.0 2.8 1.0 1 ～ 3 0.8 2.29 1068 真書　型崩れ　青灰白色　鋳浚　鋳写銭　模鋳 263 図－ 31
34 大井８ No1 熈寧元寳 23.1 6.0 2.0 2.2 0.5 2.0 1.0 2.17 片寄る 1068 篆書　型崩れ　大マネ字　細縁　日本鋳 263 図－ 32
35 本村４ 第六天－２ 元豊通寶 （24.0） 6.5 2.5 0.8 2 ～ 3 0.8 45% 欠 廓抜 1078 篆書　型崩れ　４片　青灰白色　日本鋳 264 図－ 37
36 本村 14 骨片プラン 元豊通寶 25.5 6.0 2.5 3.0 0.6 1.0 0.9 2.39 広縁 1078 行書　型チビ　マネ字　模鋳 263 図－ 36
37 本村 18 ３号地下式壙 元豊通寶 24.0 6.0 2.0 2.0 1.0 2 ～ 3 0.9 2.02 縁抜 1078 篆書　型潰　縁一部欠け　孔有　模鋳 263 図－ 33
38 本村 24 包含層９ 元豊通寶 23.5 7.0 2.0 5.0 0.8 1.5 1.0 3.66 広縁 1078 行書　緑青多　渡来？ 263 図－ 34
39 本村 24 包含層 11 元豊通寶 23.8 7.0 2.0 0.7 1.0 1 ～ 2 3.34 縁不鮮明 1078 行書　縁一部欠け　模鋳 263 図－ 35
40 本村 24 364 号土坑 50 元豊通寶 6.5 2.0 1.5 2.0 1.0 80％欠 1078 行書　破片２ 266 図－ 73
41 本村 24 包含層 10 元祐通寶 23.8 7.0 2.0 2.0 0.8 1 ～ 4 0.8 2.79 型ズレ 1086 篆書 264 図－ 40
42 大井３ ６号地下式壙 148 － 3 元祐通寶 23.0 6.2 2.0 1 ～ 2 1.5 1.0 3.04 廓抜 1086 篆書　型潰有　鋳写銭　模鋳 264 図－ 38
43 本村８ Ｃ区Ｇ４－ 36 元祐通寶 22.5 6.5 2.5 2.5 0.8 1.0 1.0 不整 1086 篆書　文字加刀　青灰白色　模鋳 264 図－ 39
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No 地点 遺構 銭種 Ａ Ｂ c1 d1 c2 d2 厚さ
（mm）

重量
（ｇ） 裏面 初鋳年 備考 図版番号

44 本村 24 土坑 353 －Ｃ 紹聖通寳 24.0 5.5 2.0 1 ～ 3 1.0 1 ～ 3 1.0 3.14 型ズレ 1094 行書　マネ字　型チビ大　模鋳 264 図－ 42
45 大井３ ６号地下式壙 148 － 4 紹聖元寳 24.6 6.5 2.2 3.0 0.7 2 ～ 3 1.0 2.80 広縁 1094 篆書　型チビ縁　一部欠　模鋳 264 図－ 41
46 本村３ Ｂ区溝北ﾋﾟｯﾄ２ 元符通寶 23.5 6.0 2 ～ 3 0.8 1 ～ 3 0.8 2.41 広縁 ･ 型ズレ 1098 行書　裏孔丸　反有　元加工　鋳写銭　模鋳　 264 図－ 43
47 本村 24 包含層 12 元符通寶 23.0 6.5 2.0 2.0 0.8 1.0 1.0 4.49 不整 1098 行書　型チビ　縁一部欠け　模鋳 264 図－ 44
48 本村５ Ｐ６ 大観通寶 24.0 6.0 2.0 2.0 0.5 1.0 3.30 縁抜 ･ アバタ 1107 真書　文字加工　鋳浚　模鋳 264 図－ 45
49 本村３ Ａ区包含層 大観通寶 14.0 3.0 1.5 1.5 0.5 1 ～ 2 0.8 （0.76） 孔ナシ 1107 真書　型ズレ　模造土製品 264 図－ 46
50 本村 19 地下式壙４ 政和通寶 24.0 6.0 2.0 0.8 1.0 2.18 廓・縁抜 1111 分階　ヨジレ有　型チビ　模鋳 264 図－ 47
51 本村 24 包含層 14 政和通寶 23.2 6.0 1.8 2.0 0.6 1.0 1.0 2.61 廓・縁抜 1111 分階　型チビ　文字加　笵屑残　日本鋳 264 図－ 49
52 本村 24 包含層 13 政和通寶 23.6 6.0 2.0 1.5 0.8 1.0 1.0 2.72 型ズレ 1111 篆書　型チビ　模鋳 264 図－ 48
53 大井５ Ｐ 102 政和通寶 22 ～ 23 7.0 2.0 2.0 0.8 1 ～ 3 0.8 2.61 アバタ 1111 行書　型チビ著しく判読困難　４片　日本鋳 266 図－ 85
54 本村 24 包含層 15 宣和通寶 23.8 6.5 2.0 2.0 1.0 1 ～ 2 1.0 2.66 1119 分階　縁一部欠け　渡来 264 図－ 50
55 本村８ ７号溝Ｇ 4 － 36 宣和通寶 （24.0） 6.5 2.0 2.0 0.8 1.0 1.0 65％欠 1119 篆書　３片　模鋳 266 図－ 75
56 本村 19 19 号土坑５ 紹熈通寶 24.6 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 1.81 廓・縁抜 1190 篆書　薄い広縁　青灰白色　模鋳 264 図－ 51
57 本村４ Ａ区包含層 紹熈通寶 23.8 6.5 2.5 0.8 0.8 2.35 廓・縁抜 1190 ５片　　ひずみ　薄い　型崩大　青灰白色　模鋳 264 図－ 52
58 本村 24 91 － 42 Ｇ 紹定通寶 （22.0） 6.0 1.0 1.0 1.0 （1.48） 縁ナシ 1228 真書　縁欠け有　鋳浚　日本鋳 264 図－ 53
59 大井３ ６号地下式壙 148 － 1 皇宋元寳 24.4 6.5 2.0 1 ～ 4 0.8 1 ～ 2 1.0 2.79 五・背ズレ 1253 真書　背五　文字加刀　型チビ　模鋳 264 図－ 54
60 大井５ ６号掘立建物 大元通寶 24.0 7.0 2.0 2.5 1.0 1 ～ 2 1.0 3.30 1310
61 本村 24 207 －５ 洪武通寶 23.1 6.0 2.0 2.0 1.0 1 ～ 2 1.0 3.44 1368 真書　文字鮮明　太字　渡来 265 図－ 55
62 本村３ Ｃ区段切 洪武通寶 22.5 5.5 2.0 2.0 0.5 1.0 1.0 2.34 1368 無背　単点通　細字 265 図－ 56
63 本村８ ７号溝 洪武通寶 23.0 5.5 1.5 2.5 0.8 1.0 2.71 廓抜 ･ 型ズレ 1368 真書　鋳放し　模鋳 265 図－ 57
64 本村 18 ３号地下式壙 洪武通寶 23.5 5.5 2.0 1.5 1.0 1.0 1.0 2.83 1368 真書　寳下貝・武末ハネナシ　緑青多　模鋳 265 図－ 58
65 本村 24 土坑 353 －Ｂ 洪武通寶 22.8 5.5 2.0 2.0 1.6 1.5 1.0 3.41 縁段弱 1368 真書　型崩れ　模鋳 265 図－ 59
66 本村 24 土坑 353 －Ｂ 洪武通寶 22.2 5.5 2.0 1 ～ 2 1.0 1.0 1.0 2.42 1368 真書　３片割　25％欠　青灰白色　模鋳 265 図－ 62
67 本村 24 31 号溝 309 洪武通寶 23.0 5.5 2.0 1.0 1.0 1.68 廓・縁抜 1368 真書　太字　縁欠有　薄い　日本鋳 265 図－ 61
68 大井６ 10 号地下式壙 洪武通寶 21.0 5.0 2.0 1.5 0.8 1 ～ 3 0.6 1.55 アバタ 1368 真書　型崩れ　薄い　模鋳 265 図－ 60
69 本村８ 低層溝 洪武通寶 23.0 6.0 1.8 2.0 0.8 1.0 1.0 3.44 きず有 1368 真書　鮮明　渡来銭 265 図－ 63
70 本村 24 包含層 16 永楽通寶 24.0 5.6 2.0 2.0 0.6 1.0 1.0 3.74 1408 真書　文字鮮明　渡来 265 図－ 64
71 本村 24 212 永楽通寶 25.1 5.5 2.0 2 ～ 3 0.8 1.0 1.0 2.67 型ズレ 1408 真書 265 図－ 66
72 本村 28 Ａ区焼土 永楽通寶 25.1 5.0 2.0 1.0 2.0 0 ～ 2 1.0 2.76 型ズレ 1408 真書　型崩れ　　模鋳 265 図－ 70
73 本村６ Ｃ区溝 10 Ａ 永楽通寶 24.8 6.5 2.0 2.0 1.0 1 ～ 2 1.0 2.68 型ズレ 1408 真書　２片型　チビ　模鋳 265 図－ 69
74 本村 24 Ｐ 73･22 号掘立 永楽通寶 24.4 5.5 2.0 2.0 0.8 1.0 1.0 2.26 型ズレ 1408 真書　型チビ若干 265 図－ 65
75 本村５ Ｐ８ 永楽通寶 24.0 5.8 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.66 孔丸 ･ 廓抜 1408 真書　３片　縁欠損　型チビ著しい　日本鋳 265 図－ 71
76 本村 19 19 号土坑１ 永楽通寶 24.8 5.5 2.0 1.5 1 ～ 2 1.0 1.0 （1.63） 1408 真書　一部欠　型崩れ大　青灰白色　日本鋳 265 図－ 68
77 本村 24 土坑 353 －Ｂ 世高通寶 23.2 5.0 2.0 2.0 1.5 1.0 1.0 2.74 1461 琉球銭　銹大　型チビ　渡来 265 図－ 72
78 大井３ 現道下 No1 23.5 6.5 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.83 無文　文字座チビ　２片　日本鋳 266 図－ 79
79 本村３ Ｅ区溝４ 元寳 （24.0）（6.0） 75％欠 星 篆書　型ツブレ　大・小円孔有　日本鋳 266 図－ 74
80 本村 19 ７号土坑８ 不明 23.0 6.0 2.0 1.0 0.8 1.89 廓・縁抜 型崩れ大　裏区分チビ　模鋳 266 図－ 78
81 本村 14 Ａ区プラン２ 不明 25.5 5.5 2.0 2.0 1.0 1.5 1.0 2.98 青銹化著し　緑青多　寛永通寶４期？　日本鋳 266 図－ 80
82 本村 14 Ａ区プラン１ 不明 24.5 5.0 無文　55％欠　日本鋳 266 図－ 83
83 本村 14 Ａ区プラン２ 無文　75％欠　日本鋳 266 図－ 82
84 本村 24 91 － 42 －２ 不明 23.2 6.8 2.0 0.8 不明　元寳は確実　文字座有型　チビ著しい　日本鋳 266 図－ 81
85 本村 24 205 －４ 無文 23.8 6.5 1 ～ 2 4.0 1.0 2.67 廓・縁抜 文字座のみ　型崩れ大　日本鋳 266 図－ 78
86 本村 24 205 －５ 無文 23.8 5.8 1 ～ 2 2.0 0.6 1.0 2.51 廓・縁抜 文字座のみ　型崩れ大　鋳放し　日本鋳 266 図－ 76
87 大井９ ５号土坑 無文 （23.0） 60% 欠 廓・縁抜 無文　型崩れ大　２片　日本鋳 266 図－ 84
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No 地点 遺構 銭種 Ａ Ｂ c1 d1 c2 d2 厚さ
(mm)

重量
( ｇ ) 裏面 初鋳年 備考 図版番号

1 本村 28 424 Ｄ－２ 寛永通寶 24.4 5.8 2.5 3.0 0.8 1 ～ 2 1.0 3.34 1636 太字　古寛永　寛永通寶１期 267 図－１
2 本村 28 424 Ｄ－４ 寛永通寶 23.8 5.8 1.5 3.0 0.8 1 ～ 2 1.0 3.00 1636 太字　古寛永　１期 267 図－２
3 本村 28 424 Ｄ－５ 寛永通寶 24.2 5.5 2.2 3.0 0.6 0.8 1.1 3.44 1636 孔崩レ古寛永　１期 267 図－３
4 本村 28 425 Ｄ－１ 寛永通寶 24.2 6.0 2.0 3.0 0.6 2.0 1.0 3.01 1636 古寛永　１期 267 図－４
5 本村 28 425 Ｄ－２ 寛永通寶 24.9 5.6 2.0 3.0 0.8 2.0 1.0 3.72 1636 太字　古寛永　１期 267 図－５
6 本村 28 426 Ｄ－１ 寛永通寶 25.2 6.0 2.0 3.0 0.8 2.0 1.0 3.44 1636 古寛永　１期 267 図－６
7 本村 28 426 Ｄ－２ 寛永通寶 24.2 5.5 2.0 3.0 0.6 1.5 1.0 2.52 1636 太字　古寛永　１期 267 図－７
8 本村 28 426 Ｄ－４ 寛永通寶 24.2 5.8 2.0 3.0 0.6 2 ～ 4 1.0 2.98 1636 太字　赤味　古寛永　１期 267 図－８
9 本村 28 426 Ｄ－５ 寛永通寶 24.5 5.0 2.0 3.5 ～ 1 2 ～ 3 1.0 3.81 1636 太字　古寛永　１期 267 図－９
10 本村 28 426 Ｄ－６ 寛永通寶 24.5 5.5 2.0 3.0 0.8 1.5 1.1 4.29 1636 古寛永　１期 267 図－ 10
11 本村 28 426 Ｄ－７ 寛永通寶 24.8 6.0 2.0 3.0 0.8 1 ～ 2 1.0 3.78 1636 古寛永　１期 267 図－ 11
12 本村 28 426 Ｄ－８ 寛永通寶 24.8 6.0 2.5 3.0 0.6 2.0 1.0 4.85 孔崩レ 1636 古寛永　１期 267 図－ 12
13 本村 28 427 Ｄ－１ 寛永通寶 24.5 6.0 2.5 3.0 0.6 1 ～ 2 1.0 3.98 1636 太字　古寛永　１期 267 図－ 13
14 大井５ 18 Ｄ－１ 寛永通寶 24.0 5.0 2.0 3.0 0.8 1 ～ 3 1.0 1636 古寛永　１期 267 図－ 14
15 本村４ 包含層－１ 寛永通寶 24.0 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.35 1636 古寛永　１期 267 図－ 15
16 大井５ Ｐ 261 近く－１ 寛永通寶 24.6 6.0 2.0 3.0 0.6 1 ～ 2 1.0 1636 古寛永　１期 267 図－ 16
17 大井３ ３Ｄ－５ 寛永通寶 24.1 5.8 2.0 2.0 0.8 1.0 1.0 3.36 1636 太字　古寛永　１期 267 図－ 17
18 大井３ ３Ｄ－ 41 寛永通寶 23.8 6.5 2.0 2.8 1.0 2 ～ 3 1.0 3.36 1636 古寛永　１期～ 2 期 267 図－ 18
19 本村 28 424 Ｄ－１ 寛永通寶 25.2 5.8 2.3 3.8 0.8 1 ～ 2 1.0 3.34 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 19
20 本村 28 424 Ｄ－３ 寛永通寶 25.1 5.8 2.2 3.0 0.8 1.0 1.2 3.77 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 20
21 本村 28 424 Ｄ－６ 寛永通寶 25.2 5.5 2.2 3.0 0.6 0.8 1.0 3.44 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 21
22 本村 28 425 Ｄ－３ 寛永通寶 25.1 5.8 2.0 3.0 0.8 0.8 1.0 3.74 文 1668 文銭　Ａ２期　 268 図－ 22
23 本村 28 425 Ｄ－４ 寛永通寶 25.1 5.8 2.0 3.0 0.6 0.8 1.0 3.81 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 23
24 本村 28 425 Ｄ－５ 寛永通寶 25.1 5.8 2.0 3.2 0.6 1.2 1.0 3.72 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 24
25 本村 28 425 Ｄ－６ 寛永通寶 25.2 5.8 2.0 3.0 0.8 1.2 1.2 4.35 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 25
26 本村 28 426 Ｄ－９ 寛永通寶 25.2 6.0 2.0 3.0 0.6 1.0 1.0 3.84 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 26
27 本村 28 426 Ｄ－ 10 寛永通寶 25.2 5.8 2.0 3.0 0.6 1.0 1.0 3.31 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 27
28 本村 28 426 Ｄ－ 11 寛永通寶 25.1 5.5 2.0 3.0 0.6 1.5 1.0 4.20 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 28
29 本村 28 426 Ｄ－ 12 寛永通寶 25.1 5.8 2.0 3.0 0.6 1.2 1.0 3.80 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 29
30 本村 28 426 Ｄ－ 13 寛永通寶 25.2 5.8 2.2 3.0 0.6 1.0 1.0 3.39 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 30
31 本村 28 426 Ｄ－ 14 寛永通寶 25.2 5.8 2.0 3.0 0.6 1.0 1.0 3.46 文 1668 文銭　Ａ２期 268 図－ 31
32 大井３ 77 Ｄ－ 48 寛永通寶 24.9 6.5 1.5 2.0 0.6 1.0 1.0 2.92 文 1668 文銭　Ｂ２期 268 図－ 32
33 本村４ Ｂ区包含層 寛永通寶 24.8 6.0 2.0 3.0 0.6 1.0 1.0 2.62 文 1668 文銭　Ｂ２期 268 図－ 33
34 大井５ 18 Ｄ－２ 寛永通寶 25.0 5.8 2.0 2 ～ 3 0.6 1.0 1.0 文 1668 文銭　Ｂ２期 268 図－ 34
35 本村４ 包含層２ 寛永通寶 24.8 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 3.43 文 1668 孔崩レ　文銭Ｂ　２期 268 図－ 35
36 本村４ 第六天－９ 寛永通寶 22.4 6.0 1 ～ 2 2.0 0.8 1.0 0.8 2.56 文 1668 縁欠小銭　文銭Ｃ　２～３期 268 図－ 36
37 本村４ 第六天－３ 寛永通寶 23.8 6.5 2.0 2.0 0.8 1.0 1.0 2.75 1636 古寛永　１期 269 図－ 37
38 本村４ 第六天－４ 寛永通寶 24.0 6.5 2.0 2.0 0.8 1.0 1.0 2.41 1636 古寛永　１期 269 図－ 38
39 本村４ 第六天－５ 寛永通寶 24.8 6.5 2.0 2.0 0.7 1.0 1.0 2.55 1636 古寛永　１期新　17 世紀末以降 269 図－ 39
40 本村４ 第六天－６ 寛永通寶 23.0 6.0 2.0 2.0 0.6 1.5 1.0 2.19 1636 古寛永　１期新 269 図－ 40
41 本村４ 第六天－７ 寛永通寶 22.8 5.5 2.0 1.0 1.0 廓・縁抜 1636 ５％欠　２片型チビ　古寛永変　小銭　２～３期 269 図－ 41
42 本村４ 第六天－８ 寛永通寶 22.6 5.5 2.0 0.8 0.8 (1.50) 廓・縁抜 1636 45％欠　２片型チビ　古寛永変　２～３期 269 図－ 42
43 本村８ ３号溝 寛永通寶 23.0 5.5 2.0 2.5 0.8 2.0 1.0 1636 一部損傷　古寛永　１期新 269 図－ 43

第 33表　本村遺跡・大井氏館跡遺跡出土銭一覧表（寛永通寶集成）
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No 地点 遺構 銭種 Ａ Ｂ c1 d1 c2 d2 厚さ
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( ｇ ) 裏面 初鋳年 備考 図版番号

44 本村３ Ｅ区包含層 寛永通寶 25.0 6.0 2.2 3.0 0.8 1.5 1.0 2.69 1697 新寛永　３期 269 図－ 44
45 本村３ Ｅ区包含層 寛永通寶 22.0 7.0 2.0 3.0 0.8 1.5 (1.70) 1697 新寛永　３期　外区一部欠 269 図－ 45
46 本村４ 第六天 寛永通寶 23.2 6.5 2.0 2.0 0.8 2.0 2.14 1697 新寛永　３期 269 図－ 46
47 本村４ 第六天 寛永通寶 23.0 6.5 2.0 2.0 1.0 1.5 2.56 1697 新寛永　３期 269 図－ 47
48 大井５ 18 Ｄ 1 寛永通寶 25.0 6.5 3.0 3.0 1.0 1 ～ 2 1.0 1697 新寛永　３期 269 図－ 48
49 大井５ 18 Ｄ 2 寛永通寶 22.5 6.0 2.0 3.0 1.0 2 ～ 3 1.0 1714 新寛永　４期 269 図－ 49
50 大井５ 18 Ｄ 3 寛永通寶 22.0 7.0 1.5 2.0 1.0 1 ～ 2 1.0 1714 新寛永　４期 269 図－ 50
51 大井５ 18 Ｄ 4 寛永通寶 22.0 8.0 1.5 2 － 3 1.0 1 ～ 2 1.0 1714 新寛永　４期 269 図－ 51
52 大井５ 18 Ｄ 5 寛永通寶 24.0 6.5 2.0 2.5 1.0 2.0 1.0 1697 新寛永　３期 269 図－ 52
53 大井５ 18 Ｄ 6 寛永通寶 24.0 6.5 2.5 2 － 3 1.0 2.0 1.0 1697 新寛永　３期 269 図－ 53
54 大井５ 18 Ｄ 7 寛永通寶 23.0 6.5 2.0 2.5 1.0 2.0 1.0 1714 新寛永　４期 269 図－ 54
55 本村 14 Ａ区耕作土 寛永通寶 22.5 6.0 2.0 2.0 1.0 1.5 1.0 2.34 元 1741 新寛永　４期　高津銭 270 図－ 55
56 本村 14 Ｂ区包含層 寛永通寶 23.5 5.5 2.0 2.5 0.8 1.5 0.8 2.48 1668 新寛永　３期 270 図－ 56
57 本村 14 Ｃ区北側 寛永通寶 27.5 5.5 3.5 2.0 0.8 1.2 1.0 4.05 21 波 1768 新寛永　４期　青銭 271 図－ 79
58 本村 24 溝Ａ表土 寛永通寶 22.8 5.6 2.0 3.0 1.0 1 ～ 2 1.0 2.91 1714 新寛永　４期 270 図－ 71
59 本村６ Ｃ区 H 寛永通寶 27.2 6.8 3.0 3.0 1.0 1.5 1.0 3.47 11 波 1769 新寛永　４期 271 図－ 81
60 本村 28 427 号土坑 寛永通寶 23.2 6.0 2.0 3.0 0.8 1.5 1.0 2.51 1697 新寛永　３期 270 図－ 59
61 本村 28 427 号土坑 寛永通寶 24.5 6.0 2.5 3.0 0.6 1 ～ 2 1.0 3.98 1697 新寛永　３期 270 図－ 62
62 本村 28 427 号土坑 寛永通寶 24.3 5.8 2.0 2.5 0.6 1.2 1.0 3.37 1697 新寛永　３期 270 図－ 59
63 本村 28 427 号土坑 寛永通寶 24.0 6.0 2.0 2.5 0.8 1.0 1.0 2.55 1714 新寛永　４期 270 図－ 61
64 本村 28 427 号土坑 寛永通寶 23.1 6.0 2.0 3.0 0.6 1 ～ 2 1.0 2.66 1714 新寛永　４期 270 図－ 68
65 大井３ 1 号地下式壙上層 寛永通寶 23.1 6.0 2.0 2.0 1.0 1.5 1.0 1.84 1697 新寛永　３期 270 図－ 69
66 大井３ ３号土坑 44 寛永通寶 23.9 6.5 2.0 2.0 0.6 1.0 1.0 2.45 1697 新寛永　３期 270 図－ 70
67 大井５ Ｂ区 No ７ 寛永通寶 28.1 9.0 5.0 5.0 1.5 2.0 1.0 3.77 11 波 1769 新寛永　４期 271 図－ 80
68 大井５ １住近く 寛永通寶 22.0 1714 新寛永　４期 270 図－ 72
69 大井５ Ｐ 220 近く 寛永通寶 21.0 1714 新寛永　４期 271 図－ 73
70 大井５ Ｐ 220 近く 寛永通寶 22.0
71 大井５ Ｐ 220 近く 寛永通寶 28.0 7.0 3.8 11 波 1769 新寛永　４期 271 図－ 82
72 大井５ Ｐ 220 近く 寛永通寶 24.0
73 大井５ Ｐ 220 近く 寛永通寶 28.0 11 波 1769 新寛永　５期　半欠 271 図－ 84
74 本村５ Ｐ 261 寛永通寶 25.0 1668 中寛永　2 期
75 本村５ Ｐ 261 寛永通寶 22.0
76 本村５ ２号地下式壙 寛永通寶 22.0 1697 新寛永　3 期
77 本村５ Ｐ 263 近く 寛永通寶 23.0
78 本村５ Ｈ 寛永通寶 28.0 7.0 11 波 1769 新寛永　５期 271 図－ 83
79 本村５ 152 Ｄ 寛永通寶 23.0
80 本村５ 152 Ｄ 寛永通寶 24.0
81 本村５ 148 Ｄ 寛永通寶 22.0
82 本村５ 152 Ｄ 寛永通寶 24.0 1668 中寛永　２期Ｂ
83 大井５ 寛永通寶 28.1 7.0 11 波 1769 新寛永　５期　鋳　崩れ 271 図－ 85
84 大井５ 148 Ｄ 寛永通寶 28.0 7.0 3.78 11 波 1769 新寛永　５期 271 図－ 86
85 本村 28 422 Ｄ－ 1 念佛銭 24.5 5.0 2.8 2.5 0.8 1.5 2.0 4.52 南無阿弥陀佛　精良 174 図－ 89
86 本村 28 422 Ｄ－ 2 念佛銭 24.6 5.0 2.8 2.5 0.8 1.5 2.0 4.63 南無阿弥陀佛　精良 174 図－ 90



372 第 4 編　考　察

第 262図　渡来銭（模鋳銭含む）1　No.1 ～ 18（1／ 1）



374 第 4 編　考　察

第 264図　渡来銭（模鋳銭含む）3　No.37 ～ 54（1／ 1）



377２　本村・大井氏館跡両遺跡出土銭について

第 267図　寛永通宝No.1 ～ 18（1／ 1）



378 第 4 編　考　察

第 268図　寛永通宝中期（文銭）No.19 ～ 36（1／ 1）



379２　本村・大井氏館跡両遺跡出土銭について

第 269図　寛永通宝No37 ～ 54（1／ 1）
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459

出土地点 種別 数 器種 数 細分名 数 出土地点 種別 数 器種 数 細分名 数

本村２地点 砥石 1
本村２ーＡ区 旧石器 18 合　計 11

常滑 1 鉢 1 井戸５ 瀬戸・美濃 1 擂鉢 1
土器 19 壺 1 石製品 4 板碑 3

カワラケ 13 石臼 1
焙烙 5 合　計 5

近世陶器 2 瀬戸・美濃 2 井戸６ 常滑 3 甕 3
縄文土器 10 合　計 3

合　計 50 井戸７ 常滑 6 鉢 6
本村２ーＢ区 瀬戸・美濃 1 天目 1 土器 5 鉢 5

近世陶器 1 瀬戸・美濃 1 石製品 1 砥石 1
土器 14 カワラケ 10 合　計 12

焙烙 3 井戸８ 金属遺物 2 釘 2
不明 1 合　計 2

金属遺物 1 鉄滓 1 井戸１０ 土器 1 カワラケ 1
縄文土器 7 石製品 2 砥石 1

合　計 24 板碑 1
本村２ーＣ区 土器 6 鉢 1 合　計 3

カワラケ 4 井戸１３ 石製品 1 板碑 1
焙烙 1 合　計 1

瓦 1 井戸１４ 石製品 1 板碑 1
縄文土器 2 合　計 1

合　計 9 井戸１５ 常滑 1 甕 1
本村２ーＤ区 旧石器 3 石器 1

縄文土器 1 合　計 2
合　計 4 井戸１７ 常滑 1 甕 1

本村２ーＥ区 近世磁器 1 肥前・磁器 1 合　計 1
合　計 1 井戸１８ 瀬戸・美濃 1 碗 1

本村２ーＦ区 常滑 1 甕 1 合　計 1
土器 11 カワラケ 7 井戸１９ 常滑 1 鉢 1

不明 3 合　計 1
植木鉢 1 井戸２０ 石製品 4 板碑 4

近世陶器 3 瀬戸・美濃 3 鉢 1 合　計 4
皿 1 土坑８ 近世陶器 1 瀬戸・美濃 1 皿 1
不明 1 合　計 1

縄文土器 5 土坑３３ 常滑 22 甕 15
合　計 20 鉢 7

本村２地点一括 石製品 2 板碑 2 瀬戸・美濃 3 皿 1
常滑 2 甕 2 擂鉢 2
瀬戸・美濃 3 天目 1 備前 1 鉢 1

皿 2 土器 9 鍋 1
土器 20 カワラケ 10 鉢 6

焙烙 4 壺・甕 2
土師器 5 石製品 18 石臼 6
鉢 1 板碑 10

近世陶磁器 35 肥前・陶器 1 皿 1 砥石 2
肥前・磁器 7 碗 5 近世磁器 1 肥前 1

皿 1 石器 1
その他 1 合　計 55

瀬戸・美濃 8 皿 6 土坑３８ 瀬戸・美濃 1 擂鉢 1
碗 2 合　計 1

信楽 1 灯明皿 1 土坑５７ 瀬戸・美濃 1 擂鉢 1
その他 18 合　計 1

土製品 3 泥面子 1 土坑６５ 常滑 1 甕 1
その他 2 合　計 1

金属遺物 1 簪 1 土坑７７ 常滑 1 鉢 1
石器 2 金属遺物 2 釘 2
縄文土器 6 合　計 3

合　計 74 土坑８４ 土器 1 カワラケ 1
本村３地点 合　計 1
地下式壙１ 常滑 1 鉢 1 土坑８９ 土器 1 須恵器 1 壺 1

合　計 1 合　計 1
井戸２ 瀬戸・美濃 1 擂鉢 1 土坑１００ 金属遺物 1 鉄砲弾 1

石製品 2 砥石 1 合　計 1
石臼 1 土坑１０１ 瀬戸・美濃 1 壺 1

土器 2 カワラケ 2 合　計 1
合　計 5 土坑１１４ 貿易陶磁器 1 青磁 1

井戸３ 石製品 1 石臼 1 合　計 1
金属遺物 1 刃子 1 土坑１２０ 土器 2 カワラケ 2
合　計 2 合　計 2

井戸４ 常滑 1 甕 1 土坑１２５ 土器 1 カワラケ 1
瀬戸・美濃 1 皿 1 石製品 1 砥石 1
土器 3 カワラケ 2 合　計 2

焙烙 1 土坑１２６ 土器 1 須恵器 1 蓋 1
石製品 6 板碑 3 合　計 1

石臼 2 溝３２ 石製品 1 板碑 1

本村遺跡出土遺物集計表



460

出土地点 種別 数 器種 数 細分名 数 出土地点 種別 数 器種 数 細分名 数
縄文土器 1 瀬戸・美濃磁器 1

合　計 2 石製品 1 砥石 1
溝３３ 土器 3 カワラケ 3 縄文土器 1

合　計 3 合　計 14
溝４０ 常滑 5 鉢 2 ３地点一括 常滑 93 甕 85

甕 3 鉢 8
瀬戸・美濃 2 天目 1 瀬戸・美濃 17 擂鉢 14

皿 1 天目 1
土器 6 焙烙 1 皿 2

鉢 3 土器 30 カワラケ 8
壺 2 鍋 5

近世磁器 1 肥前 1 碗 1 焙烙 2
近世陶器 1 瀬戸・美濃 1 碗 1 鉢 15

合　計 15 近世陶磁器 16 肥前磁器 7 碗 5
溝４１ 常滑 1 甕 1 皿 2

土器 2 鉢 2 瀬戸・美濃磁器 2 碗 2
合　計 3 肥前陶器 3 皿 2

溝４１ａ 常滑 1 甕 1 碗 1
瀬戸・美濃 1 擂鉢 1 瀬戸・美濃陶器 4 皿 2
土器 4 鍋 1 鉢 2

焙烙 1 近世土器 11 近世土器 9
鉢 2 擂鉢 2

石製品 1 板碑 1 石製品 89 板碑 52
近世磁器 2 肥前 2 碗 2 石臼 33
金属遺物 1 釘 1 砥石 4

合　計 10 瓦 6
溝４１ｂ 土器 4 鍋 1 石器 1 打製石斧 1

カワラケ 2 土製品 1 泥面子 1
焙烙 1 縄文土器 1

合　計 4 銭貨 6
溝４１ｄ 常滑 1 甕 1 合　計 271

土器 3 カワラケ 3 本村（東原）４地点
（不詳） 1 甕 1 井戸２５ 貿易陶磁器 1 青磁 1

合　計 5 常滑 3 甕 2
Ａ区ピット１２ 土器 1 カワラケ 1 鉢 1

合　計 1 石製品 1 砥石 1
Ａ区ピット３４ 土器 1 鉢 1 合　計 5

合　計 1 溝１ 土器 2 カワラケ 1
Ａ区ピット３７ 土器 2 カワラケ 2 焙烙 1

合　計 2 近世陶器 1 瀬戸・美濃 1 碗 1
Ａ区ピット３８ 土器 1 カワラケ 1 近世磁器 9 肥前・磁器 8 碗 7

合　計 1 その他 1
Ｄ区ピット４０ 土器 2 カワラケ 2 瀬戸・美濃磁器 1 碗 1

合　計 2 近世土器 4 灯明皿 2
Ａ区一括 瀬戸・美濃 1 擂鉢 1 擂鉢 2

近世陶磁器 5 瀬戸・美濃 2 瓦 1
丹波 1 擂鉢 1 銭貨 10
肥前 1 碗 1 合　計 27
信楽 1 灯明皿 1 ４地点遺構外一括 貿易陶磁器 1 青磁 1

近世磁器 1 瀬戸・美濃磁器 1 瀬戸・美濃 2 擂鉢 1
土器 6 カワラケ 4 天目 1

鍋 1 土器 18 カワラケ 11
植木鉢 1 鍋 1

石製品 3 板碑 3 焙烙 6
合　計 16 近世陶器 5 瀬戸・美濃陶器 5 皿 3

Ｂ区一括 瀬戸・美濃 1 天目 1 碗 2
近世磁器 2 肥前 1 近世磁器 4 肥前・磁器 3 碗 2

瀬戸・美濃 1 その他 1
近世陶器 2 瀬戸・美濃 2 碗 1 瀬戸・美濃 1 皿 1

その他 1 土製品 3
土器 1 須恵器 1 石製品 2 板碑 2
石製品 1 砥石 1 金属遺物 2 釘 2

合　計 7 銭貨 4
Ｃ区一括 瀬戸・美濃 1 擂鉢 1 合　計 41

土製品 1 本村（東原）５地点
石製品 4 石臼 2 井戸２７ 土器 2 焙烙 1

七輪 1 カワラケ 1
石製円板 1 石製品 1 砥石 1

合　計 6 合　計 3
Ｄ区一括 土器 2 カワラケ 2 溝７ 土器 1 カワラケ 1

合　計 2 合　計 1
Ｅ区一括 常滑 1 甕 1 溝１５ 瀬戸・美濃 12 皿 1

瀬戸・美濃 2 擂鉢 1 擂鉢 4
天目 1 鍋 2

土器 1 カワラケ 1 焙烙 5
近世陶磁器 8 肥前・磁器 2 皿 1 近世磁器 1 肥前・磁器 1 皿 1

碗 1 近世陶器 1 瀬戸・美濃 1 皿 1
肥前・陶器 1 石製品 2 砥石 2
瀬戸・美濃陶器 4 皿 1 合　計 16

鉢 1 ピット１ 瀬戸・美濃 1 皿 1
その他 2 縄文土器 1




